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第一節研究の目標と構想

1.社会科教育研究における位置づけ

(1) 社会科教育の歴史的展望

わが国で社会科教育が発足してから(，まや10年をへているが，この間，その内

容または学習指導;迭は決して当初のとおりでないことは誰しも認める左ころで

あろう。この変化はもちろん，わが国の歴史的発展に対応しτいるものである

けれども，一荷，現場の教師の貴重な実践から生みTごされたものであることも

否定できない。社会科教育発足当初より常に問題となり論議されてきたこと

は"いわゆる経験学習に対する批判から生じたものであった。そして，その批

判の中心的なものは経験学習のもつ甘さ，たとえば，ばらばらの知識の獲得に

終って系統的な知識の獲得になりえないとか，牧歌的な社会順応の考えにたつ

ものであるとか等々，はい廻る経験主義という表現で非難された。これに対し

て経験主義の立場にたっ者は(とれが当時主流をなしていたのであるが〉 わが

国の戦前の教育が示した実証主義の欠如からくる前近代性に強い反感をもつこ

とから，精力的にとのコー%を推進しようとした。そこでは単元学習とかプロ

ジェクト ・メソッドとか，いわゆる活動的な学習形態によって学宮の展開がな

され，いくたの実践的研究も生みだされた。しかしながら，学習指導法の問題

は単に方法や形態の問題でなく，教育目標，教育内容と表裏の関係にあるもの

であって，目標・内容について明確な分析把握がなくて，形式のみ取り入れよ

うとするときは，そこに致命的欠陥を生ずるのは当然である。残念なことにわ

が国の社会科教育はこの弊を多分に示した。すなわち，グノレーフ・学習だとか現

場学習だとか，あるいは導入，展開，終結だとか，その7診を取り入れることに

のみ投頭し，なぜそのような方法安とるのか根本から考えることが極めてをかな

かった。このことは当然社会科教育の行きづまりを生じた。その結果系統的な

学習，教科書中心の学習に帰らなければならないという安易な反省，方向転換

がなされたのも，これはあながち非難するに当らず，むしろ当初の軽薄さを問

題にすべきであった。しかしながら，それでは簡単に系統学習，教科書中心の

学習に帰ってもよいだろうか。もちろん，ここでいう系統学習が戦前のつめ込
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み教育をいうのでないととは了解できるが，系統ということを教育の立場にた

って真剣に考えないでこの方法に帰ることは，再度前に述べた誤りをおかすと

とになろう。とかく ，自らその中に混入して，当事者として実践しないで.第

三者の立場にたって批判する者は，問題がその笑践の内にこそ生じ，解決の方

I!I 途も叉その中にあることをみないから，批判はしても問題解決はなしえない。

経験学習の行きづまりは，その解決の方途を問題解決学習にみいだそうとし

た。それは問題解決学習が先に述べた単元学習・プロジェクト・メソッドの欠

陥に対して一つの解決を提出するからである。その解決というのは，問題解決

学習が児童の牛活現実に生起する問題を解決するという過程をもつものである

から，そこに一貫した学習の流れがあり，統一された知識の獲得も期待される

というのである。しかしながら，問題解決という場合の解決は，議密な意味に

おいて実践によって確かめられて始めて解決されたか否かがいえるのであっ

て，そこに実践という段階に進むことが当然要求されるのである。ところが学

校穀育という「わく」ではいつも実践にまで進めるととができるわけて、なく，

おのずから限界を生ずることは当然である。このような限界から問題解決とい

うことも解決案をたてるというくらいに止めざるを得なくなり，そこに解決策

をたてる問題解決的思考が大切だというようになったわけである。

このような陵題解決学習は方法論的な意味もあるが，一酉，教育目標論とし

ての意味もある。それは現代社会の特性とそこに生きる人聞のあり方の問題で

ある。いわゆる安定した社会にゐって，価値の変動も極めて徐々である時代に

生きる人聞は，その社会のもつ習慣なり伝統に従って行動すれば大過な〈過す

ことができる。また，ある意味からすれば，むしろ，習慣，伝統を尊重すれば

尊重するだけ他から認められ成功者となり得る。このような時代にあっては，

父母はその子弟を教育するのに，できるだけその社会に)1贋応するように育てる

であろう。かくのごとき世にある子どもたちは，その学ぶものは習慣であり伝

統である。

かっその学び方はできるだけそれらを記憶し身につけることである。そして

社会生活を営むに当って問題にであっても，これまでのしきたりにしたがって

行動することによって解決しえたのである。 ところが， きわめて変化が激し

し価値基準が変転して止まない時代にあっては，これまでのように，従来の
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しきたりに従って行動しても，問題の解決にはなりえないのみならず，むしろ

混乱をまねくのみである。このような時代の価値は世論によっそきまるから，

個人はいつも世論にレーグ戸を向けて，絶えずその動向を探って生きていこう

左する。か〈のごとき世代に生きる者は，常にレーダ{を敏感に働かせ，世論

の変化に対応して「かわりみ」の速さが要求されるであろう。以上の二つはい

ずれも受身の立場に立つ之いう点ではかわりなく，個人の主体性を設却し，人

間性の「そう失」を意味している。しかし，それはそれとしても，之にかく生

きる方向をもつことができた。之ころが，さらに時代の進歩は，もはや世論そ

のものがあてにならず，価値の基準も，問題解決の方向も他に求めることの園

難な時代に行きつくようになる。現代はこのような時代におたるというのだ。

このような社会に生きる人聞は，自ら生きるための方向主解決の道を見出すの

でなくては社会の激浪の中におぼれることになってしまう。そこで自ら問題を

見いだし解決する能力を身にそなえた人聞を育てることが教育の目標であると

いうので為る。かくのごとく，方法論からしても目標論からしても，問題解決

能力を身につけようとする教育が社会科で問題になることは当然といってよい

のである。

さて問題解決学習のその後の方向を追ってみよう。先にも述べたように，問

題解快ということが，解決案をたてるための問題解決的思考を育てることが大

切であるとなると，との思考力を亙視し，考える子どもを育てよう，考える社

会科学習をおこなおうということになってきた。そして，この研賢治2現在g 社

会科の主要な問題になっているのでおる。

ω 社会科教育における現在の問題

前項に述べたような経過をたどって，現在，社会科の問題は「考える社会

科」という点~こ指向されているが，これに対して系統学習の問題はいぜんとし

て強固な対立者として存在している。それは問題解決ということの意味内容

が，人々によってそれぞれ違いがあり，ある者は，問題解決の問題はr わが国

社会の基本問題に迫るものでなくてはならないとし，ある者は生活現実に生起

する問題を解決するという問題でなければならない之する等，いくたのくい違

いがある。これらに対して，すことえき吸う極においては，社会の基本問題を解
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決するにしても，おとなでさえも解決できない問題を，子どもが解決するなど
• 

といってもとうていできるわけでなL、。叉解決するためには，基礎的な知識や

休系づけられた知識をもつのでなくては，その場の思いつきゃ，独断による解

決案をたてるだけであって，真に役立つ解決案はたてえないのではないか，そ

ういう意味で，子どもの時にはもっと系統的な基礎となる如識を与えなくては

ならないというのである。このことは別ないい方かすれば，問題解決学習で，

l'それはなぜかJrどうしなければならないのか」ということを追求してばか

りいて「とれはこうなっているJrとれはこういうことなのだJ}: いう事実の

認識が不足であるというのである。たしかに，このことは，問員削厚決の解決と

いう「ことば」にとらわれているかぎり生じてくることであり，全面的に否定

しきれないので忘る。

この向者の対立は，はたして相い容れることを許さないものであろうか。問

題解決学視ということがやかまし〈いいすごされたのは， 26， 7年の頃である。

そしてその研究の方向は問題解挟的思考の安明というところに向けられた。し

かし，問題解決的思考についての現場における研賓は，主として思考過程の追

求に茸点がおかれ，ために，問題発見とか仮設をたて検証するなどというよう

に，学習過程もそれに対応するようにはこばれる研究が盛んになった。ところ

が過程の問題だけに研貨が止まっているかぎり，子〆もたちにどういうふうに

考えさせたらよいのかという点は一向に解決されず，問題は空転するだけであ

る。思考ということは確かに過程であるが，そこでどのように頭が働けば思考

がなされるのかという点は，もっと別の観点から明らかにされなければならな

い。このように現下のもっとも必要な研究問題は「思考のはたらきJを明らか

にするということになっているのである。

(め この研究の意義

経験主義主主知主義の対立はp なにも今に始ったこλで危<.知識の問題が

生じて以来のこ主である。経験主義にたつ学習指導法が非難されるのは，経験

されたものが一般化され，新しい場にあって働かないからであり.主知主義に

たっ学習指導法が戦後排斥されたのは.これまた現笑の生活の問題解換に役立

たないという抽象性のゆえにある。したがって，この二つの問題は別々のもδ
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でなく認識の仕方のちがいであるという ζ とができる。すなわち，いかなる認

識の仕方で獲得された知識が生きて働くものになりうるかということである。

この観点にたつならば，問題解決学習と系統学習の問題も新たな段階に止揚さ

れるのではなかろうか。以上がこの研究の社会科教育研究における位置づけで

ありかっ意義である。つぎに項を改めて，この観点について詳述することにす

る。

2.研究の構想

(1) 認識についての一般的考察

社会科教育の目標とするところが，実践的社会人を育成することであるとい

うことは，あえて否定するものではない。しかし，実践的な社会人を育てる方

法が宜接あるいは直接的な経験を通してのみであるとするならば，それは現代

社会にあっては，あまりにも素朴かつ不当な考えであるといわねばならない。

もしこのようにして育てられた人聞があるとすれば，それは現代にあっては生

きることを拒否されたものとなるであろう。現代社会に生きる人聞は，その関

与する会野があまりにも多岐且つ複雑であり，したがって，とのような社会に

生存ナるためには，直接経験のみでは追いつけず，多くの間接経験による知識

の獲得がなくてはならなし、。知識の獲得は来るべき事態に対してあらかじめ備

えることができ，その場に臨んで最少限の失敗で問題を解決することができる

ためにある。すなわち，行動の指針として，あるいは，行動する場合生きて働

くものでなくてはならないわけで、ある。これをまとめていえば，

われわれは知ること wissenがきゅう極の筒楳である。 しかし，その知るこ

とのふ法，知ることへの道としてもっとも大きな領域を占め，かつ重要なも

のが認識erkennenである。

~:-. それでは知ることへの認識は，いかなる認識の仕方をしても到達できるかk

l いいそれはそういうわけにはいかない。人類の経験の総所産としての知識

レ をわれわれが獲得する仕方は一機で・なしどのようにして獲得した知識が生き

て働くかが問題になる。知識を構成する要素は概念である。概念は「こ之ばJ

によって表わされる。獲得された「ことば」は，その「ことば」のもつ意味，

ト その「ことば」が代表しているものを取り扱うことによって始めて生きて働く

L長
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ことができる。

ところで， 「ことぱ」獲得の過程を考えて見ると，つぎの二つのj[4}程のある

ことに気付く。第一に「ことばJを「ことば」として他から与えられ， その

「ことば」の2に脈の上でいろいろな概念を獲得する過程，これを言語的文脈に

よる獲得という。第二はいろいろな事態に接し，その事態を示す「ことばJを

獲得する方法，これを物理的文脈による獲得という。以上の二つの方法は人閣

の成長の段階によってどちらが多いかは簡単にいえないが，一般的には，幼児

は「こ之ば」の獲得が物理的文脈によることが多く， だんだん成長するにつ

れ，そのもつ「語い」の増加にともない，その「語い」党足場にして官帯的文

脈による概念の獲得が多くなってくる。言語的文脈により獲得された「こと

ば」は再体験，追体験によって確かめることがなされれば， それば確かな知

識，キと.きて働〈知識になりうるが，突践によって確かめられない知識によって

思考したり論議する時，おうおうそれは観念的なものになってしまう。

(鉛 学習過程と認識過程

社会科の学習過程は，いわば児童，生徒が社会および社会生活についての認

識過程を意味している。したがって.社会科の学習にゐってどのように児童，

生徒が社会および社会生活を認識すれば，それが役立つ生きて働く知識の獲得

になるかということが問題になるわけである。社会科の学習方践として.学校

教育の範囲でとられる方法が，すべて物理的文脈によってなされることを期待

するということは不可能なことであり ，かつ望ま しいことでない。そうかとい

ってすべて言語的文脈によって獲得させようとする場合はいをおい「ことばJ

のつめ込みや記憶に終ってしまい，その「ことばJの意味するものをつかまな

い。いわゆるドナノレホド理解」や「ハハア理解」にまでいたらないうらみが多

分にある。従来の社会科学習指導の実態を考察するに，小学校では経験学習の

形態をとるものが多く， いわば物理的文脈による認識をはかるものであった

が.もちろんそれらの経験を経験として把拐させるにとどまるということはな

いけれども，それが社会の本質把握に通ずるものにまで高め・般化すること，

すなわち，比絞的抽象のレベルの低い段階に止め置いて，一段高いレベJレに進

ませる配慮，あるいは，進ませる場合何が一段高いレベノレかという把握が教師
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，旬、

主

帝

?となししたがって，児童の学習が無意味な繰返しに終っていた之いって大体

誤りないようでおる。これに対して中学校にあっては，社会科教育の初期にお

いてはやはり経験学習の形態を主るものが多かった。しかし，生徒の学習活動

として経験さぜるものと同標の聞の溝が広すぎたり，回標そのものが高次であ

るのに，かぎられた時間と条件でおこなう経験は必然的に狭い分野と少ない量

を取り扱うから，その経験から一般化し推論することはどうしても片寄った不

当な結論に陥ヮてしまうようになる。このように経験から目標への溝をうずめ

ることは，ひじように多くの時間と労力を必要とする割合に所期の効果をゐげ

えないこ主に教師はもどかしさを感じ，生徒はそれが彼等のもつ既有様念や過

去経験をじ事うぶん配慮された学習活動でないため，ややもすると小学校の操

返しで幼稚なものを学習したに過ぎないという感を深めることが多かった。こ

ーのような状態は教聞をレCいきおい回棋に早急に到達させようとして 3 目標と

して示されている抽象度の高い「ことば」を「ことば」として与える講義や教

科書中心の学習方法に急速度に転換するようになった。このような方法による

学習指導が現在大部分の中学佼でとられている学王手形態であることを認めざる

をえない。それでは，このような教師の講義中心によって進められる学習方法

では，生徒の認識過程はどのような展開を示し，どのような欠陥におち入りや

すいであろうか。

講義はその表現が音声による「ことばJでなされる。したがって3 生徒はそ

の「ことば」を聞を，それを頭の中で既有概念や過去経験と結びつけて了解し

ていく o e.ころが，講義でいわれる「ととば」が抽象度の高いものであると，

それと既有概念を結びつけることが容易でなく，そこで生徒はその結びつける

ための思考に長い時聞を必要とすることになる。こうなれば教師の講義のテγ

ポに遅れがちになることは当然て法コる。このような状態で認識がなされれば，

そこに生徒は「ことば」の意味をつかむことをしないで音声として頭に入れる

だけになる。あるいは，その音声を文字に表わしてノートするという活動だけ

するということになる。ノートした「ことばJをおちついて考えながらあとで

読んで解るためには，言語的文脈が之とのっていえEくてはならないし，そのた

めのJ-トはやはり思考がなされてとられたノートでなくてはならない。そう

でなく一字一伺ノートをとるということになれば，これは生徒にとって速言酢待
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でも努わなくては不可能であり，たとえー'f-ー伺とヲたとしても，それが;bと

になって考えようとしても絞らの既有概念とかけl主なれた抽象度の高いも

あれば，お務の文句と伺も変らないものであり，絞らの認識をたかめるために

はなんら役立たない。すなわち理解てーきないもので終ってしまうのでさコる。

(3) 学習過程の基本構造と学習指導

教育は意図的具案的なものであるから，教師がここまで到達させたいという

問機がー方に設定されている。それに対して児童生徒のもつ既有概念とその裏

づけをなす過去経験が存在している。しかしてこの両者の聞にある距離が存在

するから，この距離党のり越えて目標に到達しようとするのが児童託生徒の学習

過程であり，同時に.その距離をのり越える困難を児謹生徒がみずからなしう

ーるよ?に援助してぞるのが教師の学習指導でまbる。

同僚と児童生徒の笑態の間にある距離は.すべて一歩あるけば到達できるも

のであるとはかぎらず.とくに目標が文部省によって法的な拘束力をもって設

定されている現在ではp 全国の児童生徒の実態がー率なものでないかぎり，そ

の距離は千差万別であり，したがって教師の指導も千筋ー律にはいかない。さ

らに、目標と して示すところのものが.社会や社会生活についての見方3 考え

方を求めるものでおることは，学習内容を何にするかということで，さらfこ問

題は複雑になる。学習過程を児童生徒のがわから見れば，初めから教師の設定

する同棋を意識してつかむことは，まずないといってよいから，児童生徒は彼

らなりに自標を設定することになり，その設定した同楳が教師の設定した同標

に結びついていくように教師が指導しな〈てはならない。すなわち，児童生徒

のもつ目標は教師の設定する目標に対して下位目標の関係におかれることが必

2さである。

学習指導;ましたがって， まず第ーに R標と児童生徒の実態との距離一一

Iことば」の把握の度合と目標之のへだたりーーをできるだけ明確につかむこ

とから始まるといってよい。そして，この距離がつかめれば，つぎにこの距離

をど号して結びつけさせるかという仮説がたつ，この仮説がいわば学習指導計

両というこ土に仕る。

児童生徒の学宵過程=認識過程がどのようにおこなわれれば所期の目標に到
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達できるかということが， との研究の主要なねらいの一つであるが，前に述べ

たように認識の所産としての概念=知識の獲得がなされなければならないので

あるから，概念、=知識の獲得ということが児童生徒の学習過程のもっとも大切

その獲得された概念=知識は，新しい事態に

臨んで，それを解決するのに役立つ一一問題僻決に役立つ一一一生きて働くもの

しiJ‘し，な目標になるといえる。

でなくてはならないわけでトある。 したがって， このような概念=知識の獲得は

どのような過程でなされるかが問題になる。これを模式的にいえば，

小学校低学年では物理的文脈をたどって獲得された「ことば」をより抽象度

の会i"、「ことば」に進めてやること。あるいは，概念を構成し 「ことば_;~:こ

よって抽象化，一般化ができるようにする。

学年の進むにつれ，物理的文脈による「ことば」の獲得がだんだん少なくな

る反面，言語的文脈によるより抽象度の高い「こ之ばJを獲得するようにし

てやる之ともに，抽象度の高い「ことば」を「こ之ばJとして与えられ，も

っているだけでなく?具体に結びつけることができるようにしてやる。そし

て， このようl'こ認識が進むにつれて，ますます抽象度の高い「ことば」を獲

得していくとともにr 逆に抽象度の高い「ことば」を具体に結びつけること

ができ，両者がともにできるようにしてやることである。このような状態に

なれば理解がで1 きたといってもよいであろう。技能 ・態度ということも目標

に掲げられているが，態度は先に述べた 「知ること」への構えが方向づけら

れることである之すれば， :それが認識の結果として得られる以上認識のしか

たにかかわるわけで、あり，技能はこの認識のしかたの問題でおると考えてよ

いと思う。

(41) 認識，思考， 「ことば」について

認識の問題は常に「ことば」主関連させて考えなければならない。なぜなら

ば，認識されたものは 「ことば」として獲得され保持されるからである。そし

て，それは知識といわれる。いかなる知識が生きて働くかということは， その

撞得された過程，すなわち，認識過程のいかんに関係する。認識はこれや大5.lU

すると， ~食性的認識と理性的認識に分けられるが，感性的認識が理性的認識に

まで高められなければ，その認識Jの結果は一般性をもたず，新しい事態に対処
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することができない。この理性的認識に高められたものが概念であり，概念は

「こ とば」によってあらわされる。

きて，この「ことばJ獲得の過程について，物混的交脈による獲得と言語的

女脈による獲得の二つに大別されるということは先に述べたが，特にp われわ

れの「ことば」獲得の大半を占めるのは言語的文脈によるそれで、ある。とこる

がs この言語的文脈によって獲得された「ことばJが有舟性をもっためには，

その「ことばJの意味香?とらえなければならない。ことばの意味というのは，

その「ことば」を聞いたり読んだりした時，その人の脳裡に浮んだ表象や概念

であるから， IととばJを正しく働かせるためにはs その「ことば」によって

代表される物，事態を取り扱うのでなくてはならない。したがって， Iこ之I''L

の意味は人々のこれまでの経験の反映であるから，こまかなエュアンスという

ことになるといろいろ違うのlま当然である。そうかといって，ある物や事態に

ついて人々の聞に一致するということは言語的に一致するとし、うとと以外には

あり得ないこ之であって，ここに言語の有用性があるともいえるのである。と

にかく F ある「ことば」の意味は過去経験の反映であるということは重要なこ

の研究のキイポイソトになる。思考は主として認識が感性的認識から理性的認

識に高められるとき働く。思考の働きは具体的には，分析し，抽象し， 捨象し

比較し総合し.判断し，推理するこ主であるが，この場合，これらの働きは

すべて表象か「ことば」によってなされる。したがって，思考，特に論理的思

考は「ことば」によってなされる。ところでp その思考する場合につかわれる

「ことば」というのは，その人がこれまでに獲得した「ととばJであれその

人がその「ことば」のもつ意味で思考するこ とになる。その「ことば」の意味

は前にも述べたように，その人のもっその「ことば」についての表象マあり概

念であるから，既有の概念によって思考するわけである。したがって思考とい

うのは既有概念の改造でおり，厳密にいえば，ある「ことばJの意味するとこ

ろを転換することである。思考心退学においてよく引用されるウエノレトハイマ

ーの機能転換や下ンカーの中心転換の考え方に桶当するものといえる。

社会科の指導にあたって「考える牡会科」ということが重要であるといわれ

ているが，社会科教育にあって「考えさせる」ということは，学習指導要領に

設定されている目標なり内容の獲得にあたって，それを「考える」という働き
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を通して獲得させようとするもので為ろう。そうである之する之 「考えるJと

い5ことがなされるためには，児童のこれ支で獲得した概念では理解できない

目標なり内容が設定され，それに到達しようとして思考するというととにな

る，0

(5J 研究主題の設定

これまで述べてきた考え方にたって，この研究の主題をつぎのように設定し

た。

物期的文脈をたどって「ことばJ=概念を獲得させるにはどうしたらよい

か。さらに，その「ことばJ =概念を言語的交脈によって，より高い抽象度

の[こ三ばJ=概念を獲得させ，逆に抽象度の高い「こ之ばJ=概念を抽象

皮の低い 「ことばJ=概念に下げ，ついには物・事態に結びつけることがで

きるにはどう指導したらよいかということを，社会科の学習内容に即して明

らかにする。そのため社会科学習内容に対応する児童の既右概念と，その背

景をなす過表経験主の関係を明らかにし，もヮて学習十陣幕計画をたてるため

の基礎資料を作がとする。 . 
3.研 究 の手順

このような主題の設定に伴い，研究の手)1慎をつぎのようにたてた。すなわち

社会科の指導にあたって，何をどのように獲得させるのかという目標の升析が

必要になづてくる。そのため，小学校社会科学習指導要領の目標および学習内

容を，いわゆる三分野の観点にたって分析することにし，このたびは地浬的分

野を絞りあげて笑越した。 ・・・・・・(1)目標分析

つぎに，との目標に対して児童はどのような概念をすでにもっているか，そ

の把持している概念、の量と質を明らかにする必要がある。そのため児童の既有

概念と，その背景をなす過去経験を調査する・・・・・・(幼条件分析

目標分析と条f牛分析によって，目標と児童の実態の聞に見られる距離をつか

み，児童がその距離をうずめて目標に到達することがでさるようになるために

は，どのような内容をどのような学習形態によって指導したらよいか指導計置

をたてる0 ・・・・・・(お仮説
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この指導計画を実践することによって仮説を検証する。.".婚・ω1)i検証

仮説および検証の結果を考察し結論づける。・・・ ・・・(ぽl 結論

以上の・うち，このたびは主として(1)および(2)について研究を実施した。 '(3)，

側については現場において研究されることを期待するものである。

(1) 目 標分析 く地理的分野の目標、と内容分析〉

地理的分野に関する目標および内容を分析するための分析項目を，つぎのよ

うに設定した。

。地理的分野の分析項目

( 1 J 地理的な見方，考え方

{][J 地理的な内容

1 地域のひろがりく@_間意識の拡張〉

(1) 地域区分 (2) 位低 (④版級 制方位 (5) 面積 ・分布

2 自然環境についての知識・理解

(1) 土 地

a) 海陸分布 b) 地 形 c) 地質 ・土性

(2) 気 侠

a) 季 節 b) 気候要素 c) 気候因子

(3) 海 洋

3 自然に対する人聞の働きかけにつL、ての知識・浬解

(1) 消費生活

信)生産

(3) 交通・通信および流通・分間

仏)集落

(5) 災害防止

4 文化地理についての知識・朔解

(1) 人口，人種，言語

(勾政 治

(羽 国際関係〈外受，文化交流，軍事〉

正直〕 地規的な技能

l 野外調査
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2 地区lを刻用したり措く技能

3 その他の資料く写真・統計・グラフ等〉を利用したり作成する技能

CW) 地誌についての思解く地域性のは縫〉

この分類項目にもとづいて，小学校学習指導要領および教科書〈東議 ・学図〉

について第1学年より第4学年まで分析，整理した。

(勤 条件分 析 く調査の内容と方法〉

以上の目標分析によって見いだした，小学校第1学年より第4学年までの学

習指導要領および教科書く来書・学図〉で要求されている地理的分野の周標お

よび内容に対して，児童の既有概念と過去経験を主として質問紙法によって調

査をした。なお質問紙法によって調査したものを補足充実するために，面接調

査と内容選定の角度をかえた質問紙による調査をさらに実施した。

以下，調査の内容と観点を記述する。

.自然ならびに自然への働きかけについての知識・理解

BI 気候・季節と生活との関連

I 季節の鍛移と意味内容

観点 。気候 ・手節については，いかなる地域に住んでいても，その中に生活してL、

るものであるから，とりたてて経験調査はしなし、。しかし，常にその中で生

活し，直接経験してL、ても，それがどれだけ概念化し，意識に定着している

かを見いだすことは重要である。

。障の上での月や季節およびその推移は，暦法としての概念よりも具体的な生

新内容と関連させて児童は把握しているものと予怨されるから， どのよう

な生活内容が筏媛に結びついているか一概念化されているか一見る必要があ

る。

。また，月や季節およびその推移は，気候要素と関連させて把保されるから，

この点の概念化の度合を見る。

1 i肉質および生践活動との関連

イ 行事，および遊びとの闘述

①水およぎ ② E蓄がっせんやスキー ③ おぼん ④ さくらの花見

⑤おまつり ⑥ハイキシグ
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ロ 食物〈果物のとれる持期〉との関連

① す い か ②みかん ③いちご ④ りんご ⑤ く り

⑥ な し

設耕作業との関連

① いねかり ② たうえ ③ なわしろづくり ④ たのくさとり

⑤むぎまき ⑥むぎのかりとり

漁業〈漁期〉との関連

(j)いわし ② さ ば ③し、か ③ぶり ⑤ に し ん

⑥わかめ

2 気候要素との関連

イ 気混との関連

QJ'あつい ② さむい ③すずしい <!:' だんだんあたたかくなる

⑤ だんだんさむくなる

ロ 降水との関連

①雪がつもる ②つゅになる ③ 雪がきえる ③ 雨の降る日が多

い ⑤みぞれがふる

風との関連

①北風がふきはじめる ②北風がつよくふく ③ 台風がよくある

④ 南風がよくふく ⑤風はあまりふかない

ニ 日照，日射，雷との関連

① ひでりがつよい ② くもりの日がつづく1 ③ かみなりがよくなる

④ てんきのよい日がつづく ⑤ うすぐもりの日が多い

E 気瓶較差についての概念化の度合

観点 。気温絞差は地獄の気候の特色を示すときによくつかわれる。たとえば，中学

校で大陸性気候，海洋性気候などに出てくる。

。ここでは直接経験だけでなく，間接経験によると思われるものも見ることに

した。

イ 日較差 ロ南と北〈続;度〉による較差 ハ日なたと日かげの較差

ニ 風のあるときと無いときの車交差 ホ高度による較差

E 気温感覚と数量的把握の度合

観点 。気温はあつい，さむい，などで表現しても，温度であらわすことはなかなか

困難である。しかし世界諸地核の気候を見る時，等温線であらわしてあるか
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ら，そのぬ皮ではどんなにあついかとし、う実感をもつことが人切である。

このな沫で気担の数公的地恨の程度・を調べる必要がある。

イ 当日の気温をことばでは、どのようにとらえるか。

ロ 当日の気温を温度では何度でとらえるか。

1v 気候に闘する術認にどれだけ接してL、るか。

観点 。気候に際lする術語で「ことほ」としては持しているかどうかを見るもので，

その;訟旅するところをどのように把魁しているかは別に調べる予定。

等温線 気温 降水晶 害事雨1立総 季節風 等圧帝政

"-ばつ 冷害

BTI 海洋，海岸地形，植生，漁業

1. 過去経験につv・て

観点 。児2誌の海についての過去経験を夜接と間接に分けて調べる。

。直接経ぬでは地域によって梅に行ったこ とのなし、児童も予想されるので，そ

の割合をみ，さらに海での経験について調べる。

。間接経験では，もっとも強く印象づけられたものは何かを見ることにする。

1 tM.についての前接経験

イ 海へ行ったことがあるか。 ロ 海にはいったり泳いだりしたことがあるか。

ハ海岸の土牲について。

2 ~dについての間接経験

イ だれから聞いたか。 ロ なんで見たり読んだりしたか。

I海 の 意 味

観点 。児裂のもつ海という「ことば」の意味内容を，どのよう な概念で構成してい

るか見るものである。

E 持Jの絵と「ことば」の結びつきについて

観点 。より具体的な表現でおる絵を見て，どれが苦手の絵であるかた見分けさせよう

とするものである。

cこの淵査により ，視覚と「ことば」の|剥係を明らか?とする。

。絵は，砂浜海岸.岩万海j手，iMJ， )1)，の四点を示す。

ifIIi手.海保::l!J弘llL4さについて

観点 。海水の味It抗按経験の有無とどのように関連しているか見る。

。風と波およびI沙の関係主海岸の1組供について見るのは，災';t<防止の砂防につ
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いて， どれだけ基礎になる概念、の定着ーがあるか調べる。

1 海水の味 2 風と波および飛砂の関係 3 海岸の値生

Y 漁業について

観点 。漁業についての基礎的な概念定着の度合を見る。

1 漁師の仕事 2 淡水魚とかん水魚の区分 3 漁法

4 漁師の仕事の危険の多い理，由 5 漁村住居の分布

可E絵?によって示した海岸地形E地形名の結びつきについて

観点 。絵によって示した小地形を「こと!むと一致させるととができるかを見る。

しま みさき わん みずぎわ 洞口 さきゅう

VJ[ 海洋，海岸地形に|認する術諾にどれだけ接しているか

観点 。気候に関する術語の観点と同じ。

海 .流暖流寒流海峡半島

BID 地形 (山 ・平野・河JI!)，植生，土性，農牧林業

I 過去経験について

観点 。水田，畑の経験は，耕作の経験まで見る必要があるけれども，それはほとん

どないものと予想されるので，身近かに7.1<岡，i:1l!の有る無しから，耕作につ

いて，いつも接しているかどうかを知ろうとする。

。水間の土性については，水田に入ったことがあるかを聞き，その有無によっ

て，どの程度つかんでいるかを見る。

。山，山村の経験は，平野部の児i'I'iでも相当あるものと予'恕されるが，学年の

進むにつれて経験児童数の増加はどの程度あるものか見ょう主するものであ

る。

1 水田，畑，山，山村，についての笹接経験

イ 近くに田や畑があるか

ハ 山に護ったことがあるか

2 山，山村についての間篠経験

ロ 問の中にはいったことがあるか

ニ 山村に行予たと とがあるか

イ i&から聞いたか ロ なんで見たり読んだりしたか

II 7j1:同とWIの差異について

観点 。水田と畑については，ほ主んどの児2きが見ているといえるが，その違いにつ

いて，どのような角度から見ているかを知ろうとするものである。

1 作 物
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イ いね ロ ーやさL、 ハ く わ さつまいも ホむ1!

2 土 性

イ 砂地 官 J:: ハ 右ー原 ニ岩

3 地 形

イ Tこいら ロ な な め

4 潅紙

イ 7]¥がたまっている ロ 7]¥はたまヲていない

E 居住地域と山の能生について

観点 。居住地の樟I総の分布について，どの程度の認識をもつか見るもので，屋敷林

や防風林の基礎知識として取りあげた。

。 ~LIの植生は，どのような樹木が多くあるのかについて，どれだけ認識して4い

るかを見ょうとする3

l 居住地の森林の分布 2 μlにある木の極類

1v家畜の飼育と利用について

観点 。家畜飼脊の場所について，どれだけの経験があるか見るもので，牧畜業指導

のfJ~官製として調べる。

。家畜の手Ij用は消費者の立場から判断するものと，間接経験による認識のもの

があるわけであるが，どの程皮の認識の広がりがあるか見ょうとするもので

ある。

1 家畜の飼育場

2 家畜の利用

イ 潟 ロ牛 ハ羊 ニ や ぎ ホにわとり へぷた

V inJJ11の状態と河川の痢j用について

観点 。河1113状態について，上流.中流， f流の三つの地域に区分してどの程度の

認識のあるものかを見;ょうとする。この認識は三地域の比較のょにたつもの

でゐるから，間接経験の有無に大きく関係すると考えられ，学金三差が顕著に

あらわれるものと予想される。

。河)11の利用について，どの程度の知識をもってし、るかを見ょう とするわけで

あるが，これ!は，その沼、識の広がりを:判断する資料となるであろう。

j 河川の状態

イ 土性 ロ:fi!!JJ度 ハ流速 ニ 7J'<主主 オてがJ岸の地形 、

へ 水j怯
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2 戸ITJljの利用

イ 漁業 ロ運搬 ハ潅翫 ニ飲用 ホ 発 電 へ遊び

ト 飼育 チ砂利採集 日 せんたく

E 山 の意 味

観点 。悔の観点に同じ。

'l[絵によって示した111地形と地形名の結びつきについて

観点 。海岸地形の観点に同じ。

丘 頂上 尾根 中 H宣 すその 台地 谷

四 ~機具について

観点 。設業に使用される機J~について，どんな種類のものを知っているかを見るこ

之により，農業についての認識， ~寺に，農業の機械化について，どの程度のl

実感をもってし、るかを切らかにしようとするものである。

散粉機 除草機 .くわ かま そーター 耕うん機 脱穀機

E 山村に住む人の仕事について

観点 。山村にあっても，米作りは生活・の必本として営まれている。しかし児蛍わ

間接経験の多くは，山村生活の特色を印象強くするため，かえって，誤解を

生じさせている傾向があるので，この点の実態を朗らかにしようとする。

そぼをうえる 木こり 織布 炭焼 被林 乳牛飼育 養蚕

米作り とんにキく1支持去 やぎ飼育

X 地形に関する術穏にどれだけ接しているか

観点 。気候に関する術語と同じ。

平野 危地 段丘 台地 高原 低湿地 扇状地 三角州

火山 山派 山地

以上の内容を，資料(70~78) 頁に示した質問様式によって調査したのであ

るが，調査対象校としては，この調査の基本となる考え方から，地域性のこと

なる地域では，児童の既有概念の質も大きな差異を生ずるものと予想したの，

で，つぎの三地域の小学校を選定した。

近郊小都市で海に隙む地域主してく新潟市近郊〉

西部原郡内野町 内野小学校

平野郎，米単fl"地域主して

巾$原郡横越村 横越小学校
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f:f 

J・

L与J

山<-].へき地に準ずる地峡として

小魚沼都rl;南田J i:窓ケ崎小学校芦ヶ時分校

読査対象学年は文字習得の程度から，第 2学年から第6学年までとした。なお

読査冗1童数l土下表のとおりである。

罰査日時および調査当日の気象条件はつぎのとおりである。

fT:li!li小学校 33年7月5日・6日午前91待-12時

気温 260C ~五な

tI'~鎗小学校 33年7月l日 午前9時~午後2時

気i/J. 270C 曇 湿度高し

戸ヶ陥分校 33年7月17日・18目午前9時-12f時

気ì);~ 280C 時 風あり

第二節調杏の結果と考察

ごめ研究の考え方にたてば，調査の集計と処理について』ま，いわゆる1r.例研

資的手法によるべきであって，あえて三校の共涌性希求め，さらに，それだけ

の結果から，性格のことなるこれら三地域の各々の特徴を推測することは危険

な紡1冷を導くものといえよう。したがって，この研究では，おのおのの学校の

児意が，この調公内容に関しては，どれだけ概念の定着があるものか，また，

営年ごとにはどうであるかを見るのが，もっとも震要なねらいであるといって

よいと思う。すなわち，地理的な分野についての，児露のレディネスを明らか
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• 

にするものだと考えるべきであろう。しかしながら，反面，児童の概念把持と

過去経験の聞には密接な関係があるものとの予想にたって，その関係含r明らか

にしようとするのもこの研究のねらいであるから，地域性の問題も無視するか

けにいかない。このような考えによって，以下，調査の処理と考察の角度を，

つぎのように定めた。

1. 各学年における概念定着の度合とその発達

2. 男女差による概念定着の遠い

3. 地域差による概念定着の遣い

つぎに，調査項目の順にしたがって，その結果と考察したものを記すること

にする。(数表に示したバーセシトは，各学年男女別の調査児童数に対する解

答数の割合をあらわす〉

1. 気候・季節と生活の関連についての既有概念

(1) 季節の推移と意味内容

A 消費および生産活動との関連

① 行事・遊び

イ 7.kおよぎ

〔内野小〕

水およぎをする月として， 7且と 8月『こピ戸タがあるのは当然であるが， 8. 

E より 7 月.~こ多く集中している。これは三地域に共通して見られるととろであ

り，その理由として考えられることは，学校の指導によってなされる水泳訓練

が7月になされるかららしい。

集中の割合は， 7 s.lでは，最低6年男子の 44%，最高5年男子の 80%でお

り.学年聞の裳は，必ずしも，少ないとはいえず，そのよ，学年の進むにつれ

割合が多くなるともいえない。たとえば， 2年女子が80%を示すように。しか

し全般に，水およぎは， 7月8月にするということは，直接経験によるもので

あって，概念イヒの度合も高い之いえる。このことは，他の月に，水およぎをす

るとしたものが， 15%以下であるこ左からもいえる。
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司

男女の差もほとんどないといってよいようである。

〔横越小コ

この児童も内野小と同じこ左がいえる。ただ，内野に比較して 8用のピーク

が低いのは，この地域では，阿賀野川が貫流していても，水泳場としては適当

でないため，全般に水泳は感んでないことによるもののようである。

〔芦ケ崎分〕

この児童に見られる特色ft.3， 5， 6年の女子が7月8用にどちらも同じ割

合のピークを見せているこ主である。これは，この地域の女子が，直接経験だ

.けでなく間接経験からも判断していることを示すもので，成長の早いことをか

たるものと思う。

ι 

〔まとめコ

7Kおよぎについては三地域之も共通に該当月に集中し，その割合も高<，学

年差，男女差もほとんどなく，概念化していることがわかる。

ロ 雪がっせんやスキー・・・・・・・・資料2 表 2

〔まとめ〕

この宣接経験は，どこの地域にもあるわけであって，しかも経験量は多いか

ら，学年差，男女差なく，定着度は503旨，....，100%で高い。ただ地域差を示すも

のとして，芦ケ崎では， 12用， 2月にもピークを見せ，豪雪地域の特色をよく

示している。

ハお 盈・・・・・・・・資料2 表3

〔まとめ〕

どの地域でも，該当月 8月(新潟県にあっては8月にお盆がおこなわれる〉

にピークがあるけれども，その割合は50%以下で低い。三校とも 2年3年男女

が10且にピF タを置くのは，おもしろい傾向であるが，なぜ10用にピ{クを置

くのか，三校の教師にただしてもはっきりせず理由はあきらかでない。男女差

は6年女子が，どの地域でも最高の割合を示している。

ニ さくらの花見・・・・・・・・資料2 表5

〔まとめ〉

どの地域でも，該当用， 4月にピークがあり，その割合は40%---80%前後で

高い。そして 2年生でも 50%以上を示し，学年差はほとんどないといってよ
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い。ただ，三校とも 6年男子が， 5年男子より割合の少ないのは，どういうわ

けか問題点である。芦ケ崎分校のG年女子が3)jに!100%， 4月67%を示して

おり，地域の実際にあっていないが，これは間接経験による一般化をしている

からである。

との点は三段之も，その後の面接によって確めたところやはりそうである。

ホ おまつり ・・・・・・・・資料2 表 7

〔内野小〕

ピークは8)jと4月にあり，これは地域の実際にあっている。しかし，その

割合は8月で6年女子が56%を示すほか，30%以下で少ない。なお， 2. 3， 

4年は10月にピークをおき，-)jおくれてずれている。男女差は6年女子を!徐

きほとんどない。

〔横越 IJつ
ピーグは 8刃と 4刃之10月にある。 これも地域の実際にあっている。しかし

その割合は33%以下で少ない。これは内野の場合もそうであるが， 4月と8月

の二回に分れておるため，どちらか一つにつけたためかも知れない。ここでも

2年生は割合がいちじるしく少ないか，他の):1にピークを見せてs 概念定着の

度合が低い。

ヒ芦ケ崎分〕

8月と10月にピ戸クを置くが， 5年男，4年男， 5， 6年女子が67%以上で

多く， 6年男子は44%で少ない。 2，3年男女はやはり 4年ピくらべると一段

少なくなっている。芦ケ崎も 4):1におまつりがあるが，これは家庭内でおとな

が酒を飲むぐらいで，子どもはあまり関与しないらしし、。それが結局8月と10

月のみピークを見せる理由である。

〔まとめ〕

三地域とも 4JL 8万におまつりがあるのであるが，声ケ崎の9月を除き，

全般に割合は40%以下で少ない。特に，どの地域も 2年3年男女は一段少ない

か他の月に分布を見せ，定着度は低いといえる。

へノ、イキング

〔内野小〕

ピーグは10)jと5月にあるが，5年男子が5月に55%，10月に46%，5年女
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子が10月に43%の制合を示すほか， 6年女子が5，10月に26%を示めし他はそ

れ以下できわめて少ないのこれはハイキングという「ことばJに探抗を感じた

のかも知れず，あるいは，このような経験をもたないからであろう。

〔横越 IJっ
ピーグは.やはり 10)3と 5月にある。しかし，その割合は.10月が6年女子

の48%を最大に. 5月は3年男子の32%を最大に，他はみなそれ以下で金般に

割合は少ない。 5，6年男女が少し定者しているといえよう。

〔芦ケ崎分〕

~O月と 9 月にピークを見せている。しかし，割合は 6年女子が10月に67%.

5年文子が同じ<57%で，他は40%以下で少ない。

〔まとめ〉

ハイキングというドことば」を知らないととと，都市の子どものように， と

りたてて，父母などと休日に山野に出かける必要のないこの三校の児童は.全

般に概念定斡の割合は低い。しかし，間接経験から，大休，何月がハイキング

のシーズγであるかは， 5， 6年になるとわかっているようである。

行事・遊びについて，全体をまとめて見ると.つぎのようなことがいえる。

。三地域共通に，行事・遊びと季節 〈月〉 の関係の抱念定着の度合iま高いの

特に，直接経験によるものは， その割合が2年ても 50%以上を示してい

る。それにくらべて，間接経験によるものは，5. 6年生は大体505右前後の

割合をしめしても，それ以下の学年は割合が少なく分散する。

台地主義簡の相違はほとんどないが，その経験の多い所ては，やはり割合も多

い。

。以上，遊びゃ行事と季節の関連は，概念定着の度合が高く .3年生以上の

レディネスはじゅうぶんと見てよい。

② 食 物 (くだもの〉

イ す い か・・・・・ ・・・資料2 表9

〔内野小〕

ピークは7月と 8.F.lにあり，地域の実際とあっている。しかし，どちらかと

いえば，内野は7月に最盛期があり . (栽培法の改良により平〈山荷ずる〉そ
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れに対応して， 2， 3年女子と， 2年~6年男子は 7 用にピーグがあり，最大

は 5年男子の7~だで最少は 4年女子の40%である。したがっ .て，この児意の概

念定着は高いといえる。

〔横越小〕

ピ{グは7沼と 8月にあり， 7用にピ{グをおくのは，2， 3年男女で， 8 

月にピークをおくのは 4，5， 6年男女である。これは8用にピF グ脅おくの

が地域の笑際にあっている。割合は40%-52%で内野にくらべるとやや少なく

生溢地としての規模が自家消費程度であることと一致するo

〔芦ケ崎分〕

8)3にピークがあり，最大100%，最少は2年男が 0%，2年女が27%，3 

年男の43%をのぞけば，他は50%以上で割合は高い。この地域は8且の中旬以

降に出姐るので‘， 2年第女， 3年男が7m~ピ戸グをおくのは適当で、ない。 し

かし，すいかの同廻るのが夏だという ことは，大体わかってt、るこ之になる。

〔まとめ〕

すいかは貯蔵がきかず，出廻る期間が短いので，どの地域の児童も男女差，

学年差なく定着している。

ロ みかんが出はじめる

〔内野小〉

ピーグは10)3， 11月， 12月， 1月， 2用に分散している。最大のピークは1

月にあって， 5年男が48%を示している。しかし，他の月は30%前後以下であ

り少ない。さらに該当する用としては11月をあげるべきであるのに5年男が26

%で最大，他は10%以下で取るにたりない。このように出はじめるという意味

をはっきりとらえないのかも知れないが， -'ffij，みかんをもっとも多く食べる

のが1)=Jであるから，そのことが大きく左右しているのであろう。

〔横越 IJ、〕

1 )jに最大のピーグがあり，ついで， 12月，2月， 10月の順に集まっている。

このことは内野小と閉じ傾向であり，閉じ理由によるものであろう。

〔芦 ケ崎分〕

12月に最大のピークがあり， 5年男の71%を最大lと 6年女， 4年女， 6年男

5年女のJI良に続いている。しかし， 10月にも 6年女の34%を最大に，小さなピ
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ークを示しており，少数の者は10月が出はじめるとしている。 2年男女は以上

の外の用 Iとも記入し，不確笑さを示している。

みかんは貯械がきき，商品化の高い果実であるから，出はじめてから終るま

で秋より泰先にかけて長く手に入る。そのため児童の概念化の状態も10)3より，

め〕と〔ま

したがって，各且の割合も低くなる。2月の聞に分散し，

表10ご.......・資料2ちL、ノ、

11、〉野〔内

4年以上は24%から44%の割合を示す。その位6)3に最大'のピークがあり，

4月には2年女の33%を最大の割合で，5月は6年男が48%の割合で集中し，

4年男女と続き，低学年がこの月にピークを見せる。3年男女，

11，) 越

2年男，

〔横

さつぎは5月に6年女が33%，6)3に6年男が48%の割合で集中しており，

したがって，いちどのとれる，らに4月は2年男が34，%でピ-1fTを見せている。

6且頃になるということは大体つかんでいるといえるo

5年女の86%，最少，2年女の13%になてってい・

4年以上は57%以上の割合を示して，定着度はきわめて高いとい-

5， 

6mこピF クがあり，最大，

時期は春の 4，

〔芦ケ l崎分〉

る。しかし，

える。

4年2年，百年女が55%，そこには，つぎに， 5月にも一つピ戸グがあり，

3年女が最大のピークを示して2， 6年の各女子カ，33%の割合を見せ，特に，
，、
コ

いる。

め〕と〔ま， 
E 

い、bどは，出廻る期間が短<，季節感のあふれでいる果物であるから， 大体-

5)j6月にピークを見せ，他の月にはほ之んど分布せず，はっき

り月との結びつきがあらわれている。この点は，将来，促成栽培の問題を指導

?る場守，手苧を苓易々らしめることができょう。

りんどが多くとれる・・・・・・・・資料2 表13

どの地域も，

ーー

にある。このうち， 10月に割合-5月，

- 27ー

4月，5月，1用，

IJ、〕

ピークは，10月，

野〔内

B 

男

ピ



を多く示している学年は， 2年男が27%，5年男が23%で他は16%以下で少

ない。

3， 4， 5月には6年女がそれぞれ18%，22%， 26%でもっとも多く ，他は

みな21%以下で少ない。このように，商品化の高いりんごは，庖頭に出廻る期

聞に分散してピーグがあらわれ，各月の割合も， したがって少なくなる。

〔横 越 /J、〕

教大のピークは 4万にあり，他は10且と 1月に少しあらわれているコ 4月の

各学年の割合は，最大が4年男の36%，最少は2年女の14%である。この点3

4J3に集中合見せているが，底頭に販売されるのも，少し時期脅迫しており，

適切といえない。

〔芦ケ崎分〕

ピークは9月と10J:Iにあり，少し Fって11JJ，12月. 8月にある， s月t工割

合は5年男カ，57%，4年男カ'50%であり， 10月の割合は5年ム-が57%，4年女

が44%を示している。他の学年も大体この両月にピークがあり， 適切に出廻

る時期を示す。ウ号，帯主事l子i守???tぞ17守帯ヰキ考レヲ℃???琴平

県予隣寄託てピモ関f事y，きす今与ミ?中，り十干??亭ふ子守??守?苧5
~~τ?ぞモ?モト??苧~~;1lF令子手jFL千九、?宅、??キ?。
〔まとめ〕

りんごのように商品化の高い泉実は，みかんと同じく出廻る数月にわたって

分散し，割合も各用別には低い。しかし，声ケ崎のように特殊の経験をもっ所

の児童は，そのことからりんごの出荷時期をうまくつかんでいる3

ホ く り

〔ま l: め)

三土脱或の児童とも， ピークを9用と10月におき，その割合も， 20%から50%

を示し集巾している。くりのように季節感のはっきりしているものは，大体意

識の上に定治していることがわかる。特に芦ケ崎のように，自分の所でとれる

ものは一層定着度が高く 2年でも25%，5年男は最高の86%を示している。

，、、 な し

〈まとめ コ

なしは，新潟県は産地として名高いが， この三地域は産地から離れている。
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さらむなしは種類によって， 8月から10月にかけて，つぎつぎと問廻るので

期聞に幅がある。そのせいか，三地域とも，ピークを8且10且11月lと見ぜてい

る。 Lかし.戸ケ!崎をのぞくと，内野も横越も割合は少なく， 30%以下ではっ

きり定着している者は少ないようである。

以上，果物と季節の関連をまとめて見ると，全体としては.概念定着の度合

は高(，レディネスはじゅうぶんといえる， ただし，2年生はやはり一段低い

ことは，行事・遊びの場合と同様である。乙れら果物の中でも貯蔵がささ，商

品化の高いものは，産地て出荷される時期より，底頭に販売されている時期で

っかみ，数月にわたって分散するため，各月の割合は低くなる。乙の点z 芦ケ

崎の児童は特異な経験から，該当月を正しくとらえ，概念化の度合も高いこと

は注目すべきである。

③農耕作業

r 

イ いねかり

「内野 /Jっ
ピークは10月にあり， 8月がこれに続いている。しかし，その割合は10月で

最高6年男が68%，最低3年女の205仰となっており，学年聞の差が大きい。 8‘

月(1最高が5年男と 6年女で26%を示し，以ド少ない。

〔横越小〉

ピF クは10月と 9月にあり， 10月の最高は5年男の52%，最低は 4年女の30，

%である。この 4年女をのぞけば，2年から 6年までの差はほとんどなく， 43 

克から52%の聞に集中しているのが特色である。 9月の割令も最高6年女の32.

%，最低5年女の 8%で，内野にくらべて多い。

〔芦ケ|時分〕

ピーグは10月， 11月，日月の順にあり， 10月の最高は3年女の82%，最低は

2年女の13$互になっている。 2年男女をのぞけば，43%から82%の問に集中し

定着の度合は高い。 11月にピ{クを見せるのは，この地域の特色で実際と一致

している。割合は6男の44%を最高として， 6女，・4男と続く。

〔ま主めユ

いねかりについては，三地域とも概念定着の度合は高い。ただし，内野のよ

ν匂
意

る
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2tf宇芋tF?守¥汚?写苧さ，ミ??孝子争?，惇苧・方てl予'?f?モ零守シ
あ?ヤキ守いのな2中7e?今?。 子?FF宇苧ゼii?弘、!手季き苧苧??号令，. 

51-0)早EF214、亨了も?。
た う え・・・・・・・・資料2 表14

、iJ、l
 
'r 

ロ

〔内・野

その割合は大体40%以下である。 46月のj頂にあり，4月，ピーク』ま5月，

これはたうえは春だというよ3年男女に多く，2， 月にピーグをおくものは，

5月にピークをおくうにばく然とした間接経験にもとづくものであろう。

6月は5年女が36%で，4年以上で， 25%から41%の聞に分布する，vi.， 

4年男となっている。全体に4年以上は5月6年男，B年女，4年女，いて，

6月にたうえがなされるということは知っているが，

定着fJtは低いとしなければならない。

仁横

5月がもっとも多い。 5月

IJ、〉

ピークは5月， 4月， 6月のl項にあり，

6年女の41克で，最少は3年女の13%である。さらに， 4月にピークをおくの

5月にくらべて集中し4年女であり，最大は38%，最少は21%で，は3年女，

ているといってよい。 6月は少<.最大は2年男の25%，最少は3年男の 5%

で各学年はその聞に分布している。

〔芦ケ )1崎分〉

4J.1の11慎で割合が多い。 6月につづいて5用，最大のピークを 6J.1におき，

6年男の56%，5年女の57%，6年女の67%，4年男，多い割合を示すのは，

4年か5年男の43%で，他は少ない。 5J.1は最大が 4年女の56%で，その他，

lら6年までが31%から43%の聞に分布している。

め〕2二‘〔ま

いねかりにくらべて全体に'1!:たうえの時期についての概念定着の度合は，

4年以上は30%以上の割合唱ぜ見せ，おおむね定着して

いるといってよい。芦ケ崎が6月に最大のピークを見せるのは，地域の実際に

よく合致している。近時，・苗代の改善により，たうえの時期が一般に早くなっ

ているが，4月に低学年がピ{クを見せるのは，苗代づくりと混同しているも

のと判断される。

-30ー

越

い。しかし，それでも，



下?

〉

ハ なわしろづくり ・・・・・・・・資料2 表15

〈内野小〕

4月にピ{クはあるが，6年男の38%，5年男の26%，4年男の24%，6年

と4年の女子が22%，5年女が21%で割合は少ない。 2，3年男女はいずれも

8.%以下でわかっていない。

C横越小 〕

ピ{グは4月と 3月にあり，4月の選んだ者の割合は，最少2年女の14%，

最大6年女の43%である'0 3月は最少2年男の 3%，最大5年男の30%になっ

ている。このことから，なわしろづくりはたうえよりさらに定着度が低いとい

える。ただ， 4年以上はたうえとの前後関係をつかんでいるといってよし、。

〔声ケ崎分ユ

5月と 4月にピークがあり，特に5月が高い。2，3年ば男子の方が定着度

高く・，たとえば， 2年男は50%を示しているが，女子は低い。 5月は最大が6

年男の78.%で，ついで， 5年男の71%，6年女の67%が大きい。このととから

この地域では，生産地として概念定着度は高いが，学年差のあることを示して

いる。

百I(まとめ〉

Eこ

力、

~í!t 

Jて

言tこ

tっ

なわしろづくりの概念定着の度合は，こんど調べた71<.回耕作の作業の中でー

呑低いのであるが，これは，内野のように生産地でない児童は特にはっきりし

ている。芦ケ崎が積雪地帯としてなわしろづくりが遅くなるこ之は5月にピー

クをお〈ことによくあらわれている。

= ナこの〈さとり
fまとめ〕

三地域とも， 6月， 7月にピF グをおき，その制令も内野，横越は最高40%

前後，芦ケ11唐が81.%で，大休多い之してよい。しかし細部にわたって検討する

と内野の児童は6月を選べは5月が少ないというように，学年によって定着の

状態がことなるのに対して，芦ケ崎，横越はどの学年も閉じよう・に選び，定着

の状態に学年差がない。このととは，やはり経験の仕方の相遣をあらわすもの

るも 11;1.、える。

ホ むぎ まき むぎのかりとり ・・・・・・・・資料2 表17 18 
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fまとめ〉

三地域の児童とも， 1月にピークをおくことは共還しており，しかも，割合

が40%以上80%支での聞に集中しているのは，槻念定着の度合が，学年芽なく

高いことを示すものである。芦ケ崎が2且にも穏当の割合のピークを見せるの

はこの地域の特性をよくゐらわしている。

ハ すずしい・・・・・・・・資料2 表27

C内野 IJっ
ピークは10且と 9.F.Jにあり，つづいて 4月にも小さなピ{グを見せる。 4月

にもピーグのあるのは， 2年女の40%，2年男の30%を最大に，他は20%以下

でおる。このことは2年生が，すずしいという「ことばJの用法をまた混乱し

てつかっていると之を示すものである。他の学年は10用のピークに46%から67

%までの割合で集中し，概念定着の度合は高い。

〔横越 IJ、〕

ピ{グは10月と 4用に，ほとんど同程度の割合であらわれている。 9月のピ

ークでは6年男カ>58%で最大を示すが，他は30%以下で少なL、。 4刃のピーグ

は3年男女が50%前後で他は30%以下で少ない。このことから，横越の児童は

6年男をのぞき，すずしいという「ことばJの季節的な用法がはっきりしない

ものと判断される。

〔芦ケ崎分〉

ピ{グはやはり10月と 4且にあるが，その他， 6年男が3月に56%のピ{グ

を， 3年男が3.F.Jlζ4S%のピーグを見せている。このことは，他の用にも少し

づつではあるが分布していることと考えあわせ，この児童は横越よりもさらに

すずしいという「ことば」の季節的な用渋を混同しているといってよいであろ

う。

〔まとめ〕

すずしいというように気温をこ主ばであらわす場合，その用法は，これまで

の習慣や，指導のし、かんが大きく関係するから，内野の児童をのぞいて，僕越

と芦ケ崎では，その季節的な用法を，今一度指導する必要がある。

だんだんあたたかくなる

〔まとめ〕
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~の地域の児童もピ戸グを， 3， 4， 5， 6月におき，大体の見当はついて

いる。しかし， 6月にもピークを見せるのは，あたすこかくという「ことば」と

あっくという |ことば」を混同して用いているようでああ。さらに，学年霊は

どの地域も問じように，あまりないといってよい。

ホ だんだんさむくなる

〔まとめ〕

どの地域の児童も一致して11月にピークをおき， I暖くなる」よりはっきり

該当月陪集中している。これは，寒くなることカq1月にきわだって感ずるから

であろう。 したがって， 2年をのぞけば，学年差はほとんどないといってよ

い。ただし横越の児輩が， 11月のピークの割合が，最大6年男の55%，最少2

年女の14%で，他の二地域にくらべて，定着の度合が低く，との点，横越の児

童は指導に配慮が必要でおる。

以上，気温と季節の結びつきは，全体をとおして三地域とも概念定着の度合

は高しレディネスはじゅうぶんあるものとしてよい。

② 降 水

イ 雪がつもる

〔内野1]つ

1月にピF クがありi最大2年女80%，最小4年女38%で学年差なく集中し

ている。 2年男女が88%，80%の高い割令を示すのは， 1 Bのみを選んでいる

からであり，他の学年は12月に28%から52%の割合を示し， 2月にJO%から38

%の割合を示し， 12月， 1月， 3月の三月にわたっているからである。

〔横越小〕

1且にやはりピークがある。最大3年男の78%，最少2年男の38%である。

12月と1月にも分布しているが，総体に内野の児童より低い割合を示す。

〔芦ケ附%J

ぜF グは12月と 1月にあり， 2月が少し少なくこれに続いているo 12月にピ

F グを見せるのは， 6年女100%，4年女88%，6年男78%，4年男71%であ

，~ ， 1月にピ{クを見せるのは， 3年女91%，5年男と 5年女の71%，2年女

- 35 -
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の67%で， 12月1刃ど‘ちらも75%の高い割合を2年男が示している。

12月， 1月， 2且の三月とも50%の割合を示す。

〔まとめ〕

三地域の児童とも，1月にピ←グを見せ，その割合も学年差なく高く ，

定着の度合は高いといえる。芦ケl崎は地域の実際に合致して，12月Vこも多し

合を示している。

・μ つゅになる

〔まとめJ

三地域の児童とも 6用にピーグを見せている。しかし学年差は5，6年

い割合を示すの?と， . 4年以下は 305右前後の聞きを見せ，一段低いこ主カ

る。特に 2年は低い割合で三地域とも10%以下である。このこ主から，つゅの

概念、定着は5年以上でなされ， 5， 6年で確かなものになることがわかる。

ノ、 雲がきえる

〔 まとめ〕

内野と横越の児童は 3月にピ{グをおきタ 4月がこれに続〈。この両者の学

年差を見ると，どちらも， 2年， 3年が40%以下で少なし 5，6年になると50

%以上で多L、。したがって，概念、定着の度合は， 2午・からある程度見られるが

本当に確かなものは 4年以上といえる。 2年生は， 4)jにピ{グ者ど見せたり，

その他の月， tことえば， 7月， 10月にも分散し，71'鴻突な状態をあらわしてい

る。芦ケ崎が3月と4月にピークのあるのは地域の実際にあっており，5月に

5年男が43%のピ{グを見せるのも，うなづかせられる。しかし， 2年生はや

はり不確実で 9月， 10月にも，わずかであるが分布している。

ェ 雨の降る日が多い・・・・・・・・資料2 表33

〔内野小〕

ピークは6月， 7月と10月の三つがあり， B， 7月はつゆと混同している。

10月の割合は 4%から25%で低いが，わずかにピーグをなしているのは，この

意味をわかるものが少しはあるζ とを示してし?る。

〔横越小〕

ピークは6刃と10月にあり，内野にくらべると10且のピーグが高い。すなわ

ち10%から31%の聞に各学年が分布している。
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〈芦ケ l崎分〕

5， 6， 7， 8且『こ分散してピーグがあり，この， rことば」の意味をとら

えていない。

〔まとめ〕

設問の意味が，よくとらえられないせいか，大郁分の児童はつゆと混同して

いる。この点，指導に一段と配慮が必要である。

ホみぞれがふる

〔まとめ〕

みぞれという「ことば」のわからない児童が多いので、ないかと予想したが，

地域の児童とも，相当知っていることがわかった。すなわち，内野，横越の児

童は12月にピークをおき， 10%から45~右前後に分布し，学年差がない。芦ケ崎

の児童は10月と11月にピークを見せ，雪との前後関係を正しくとらえている。

¥ 

以上，降水と季節の関連に見られる概念定着の度合は，総体に高く， 2年生

ても，レディネスはじゅうぶんあるものと判断した。しかし，つゆとかみぞれ

あるいは長雨のようなものは，学年差が大きく， 4年以上で大体定着するよう

てある3 この点，指導に当って相当注意する必要がある。

@風向

イ 北風がふさfはじめる

〔内野小〕

どータは10月， 11月にある。しかしその割合は最大でも40%に遼ぜず，少な

や@学年別に見ると， 10月に2年女が38%の割合を見せ最大であるが， 1月に

43%のピ{グを見せ不確突である。 5年男が10月と11月におのおの32%あるの

と， 6年男が10月に26%，11月に35%を示し， 6年女が10且に30%，11巧に22

%を示し， 5年女が11f:jに25%を示す程度で， 5， 6年がかろうじて，概念に

(i慌磁rJっ

11月と12月にピークがあり，これも 5年， 6年の男女でようやくその一部の

者が，概念として5定着している程度である。 4月に， 2年男女が22.3%のピー

クを見せており，混乱していることを示す。
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〔芦ケ l崎分〕

10月と11月tヒピ戸クがあるものの，5年の男女が45%前後の割合を示し，

年男女は8月と 9月にピークを見せて混乱している。ただ，

%の高い割合を見せるのは直感的なものかも知れない。

〔ま と め〕

2年男が10月

総体に，三地域の児童とも大体の主ころ，10)j， 11月に北風がふきはじめる

ということはつかんでいるが，概念として定着しているのは， 5， 6年でよ 5

やくといえる。しかし倉北風の問題は，わが国の気候の特色を到解するために

必ずとりあげなければならない季節風の問題に通ずるものであるから， 4年生

で，もう少し指導しなくてはなるまい。

ロ 北風がつよくふく ・・・・・・・・資料2 表36

〔玄 ~ めコ
北風がふきはじめると同様，ょうやく ，12)jと1月にピークがあらわれる程

度であり，概念主しての定着は低い。ただし，芦ケ崎の5年6年の女子は 1)j 

に57%以上のピークを見せ，定着皮は高い。

ノ、

〔内

.b、
R 

野小 〕

風

ピークは日ι月と10月にあり， 5月は6年男の47%を最大に，

つづき，他は20%.J;I，、下である。 10月は5年男の52%を最大に，

6年女の44%が

5年女の43%，

4年男の37%之つづき， 6年女の15%が最少である。このことはs 6年男女が

ょうやく， 8月に台風のよくあることを概念としてもっており，他は 1月お〈

れて，間違ってつかんでいることがわかる。

〔憤 越 小〕

ピF クは10月にあり， 8月がこれにつづく，日月に最大のピF グをもつのは

6午・の男子で‘35%，10月に最大のピーグをもつのは5年男の44%，6年女が43

%でこれにつづいている。このように内野の児童と同じく， 8J:11乞台風のある

こ之を，大体つかんでいるのは， 6年である主いえる。

C芦ケ l崎分〕

日月のピ戸タが一番高く， 8Jlと10月が， これにつづ<0 8月に割合の多い
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のは.B年女の100%， 6年男の56%である。他の学年は， 2年をのぞいて，

おおむね， このご用にわたって分布する。

〔ま 2こ め〕

新潟県は台風の被害の少ないせいか，直接経験からの概念定着よりも，間接

経験による概念定着が高いようである。 したがって，5， 6年になって，ょう

ぞくその割合が多くなってくるものと考察される。

ー 南風がよくふく ・・・・・・・・資料 2 表38

〔ま と め〕

内野，横越の児童は，いずれも，顕著なピ{グをどの月にも見せていない。

やや割合の多い且は，7月と 4)jであるが，それも30%以下で、少ない。それに

対して，芦ケ崎の児童は 4月にはっきりピークを見せている。すなわち， 6年

男女がともに67%. 4年男が57%，5年女が43%，4年女が33%である。この

ことは，地域の実際に合っているのであるが， これほどはっきりとつかむのは

どのような現象から知るのか， 面接調査によって曜かめたところはつぎのとお

りである。

南の風がふくと，雪が一夜のうちでも，どルどん消えるし，木や草の芽がで

てくる。又，つぼみIがふくらむから p とU、うのである。確かにp この地方のよ

j if孝亨苧苧?~手享守，手?零??民??を守淳レミ:??℃をな‘E，芋えLfzp
に見えてわかる南風のふくことはをはっきり概念主してつかんでいるのでであ

ろう。

Eミ 風はあまりふかない

〔ま と め〕

三地域の児童が共通してピ{クを見せるのは7月であり p 少し下って 4J:Jに

も小さなピ戸クを見せる。 7刃のピークは，最大50;右前後であり，あまり多い

とはいえないが，5年6年の男女が高いのも共通している。 4月は，内野，横

越カ吃5%以下であり，たいした割合を示さないが，芦ケ!椅の 2年男と 3年女が

団%前後を示すのは，南風の関係と少し矛盾している。 しかし，これも学年差

のあらわれで，高学年は南風の多くふく月として 4月をあげているのである。

以上，風向と季節の関連については，気温，降水にくらべて，概念定着の度
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合が一段低い。特に，季節風のは持が， 5， 6年になっても40%以下というの

は，じゅうぶん考慮しなくてはならない。これは直接経験のみては，概念の定

着ができないのかという乙とも考えられるが，冬季北西の季節風は，あれほど

激しいものがあるのだから，はっきり意識に定着させる指導を，3年4年頃か

らなすべきであろう。

④ 日照 ・日射 ・雷

イ ひでりがつよい

〈まとめ〕

三地域の児童は，そろって， 7万と 8月にピークをおく。そして， 8月のピ

ークで最高はいずれも 6年女チであり，割合も，内野が61%，横越が41%であ

る。しかし，各学年の差は大きし大休学年を追って多くなる。 2年3年は割

合が少なく， 7 f:iと 8月の一方の月をえらんでいる。

ロ くもりの日がつづく ・・・・・・・・資料2 表41

〈まとめ〕

三地域とも，ピークは4，5月と10月にあらわれているが，その割合は30%

前後以下であり，定着の度合は低い。このことは，さらに，うずく"もりの日と

区別することができないことによれ一層低い割合になったものと思う。

ノ、'ft

〔まとめ 〕

芦ケ崎をのぞいて，内野左横越の児童は， '.1'j'のよくなる月をはっきり止らえ

ていなし、。これは，平野部にある町や村であるため， [1.1問地によく発生ずる瓦

の夕立や宮がほとんど見られないためであろう。それに対して芦ケ崎の児童は

8月にピークを見せている。しかし， 6年女が100%， 4年男が83%を示して

高いけれども，イ位の学年は， 45%以下で必ずしも多いといえない。これも，そ

の後の再調寮により，近時，山間部でも，大きな雷がないということであるか

ら， そのあらわれであるのかも知れな"、。

エ てんきのよい剖がつづく

〔まとめ 〕

三地域の児童とも， 7月と 8月にピ戸クを見せており，その割合も， 30%か
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ら60%前後に集中している。したがって，てんきのよい日が7且と 8月につづ

くというのは，概念化の度合が高いと判断してよい。ただ，内野のB年男がB

且と10対にピ{クを見せ， 7月が6・%，8且が12%しか刀てきないのは，問題で

ある。そのほかは，学年差もなく集中している。

ホ うすぐもりの日が多い

〔まとめ〕

三地:域の児童とも，4， 5月と 9，10万?とわずかなピークを見せている。し

かし，詳細に検討すると，内野の6年女が5月?と37%の割合を示し，一応，春

にうすぐもりの日の多いことが概念として定着しているが，芦ケ崎では5年男

が71%で多い。そのほかは20%前後で少なし特に，横越では全学年20%以下

で不確実である。したがって，との設問は，まず「ことば」の用法の点で困難

を感じたものであろうが，くもりの日が多いという ことが，直接経験にあって

も意識に訴えるものが弱いとも考えられる。これが太平洋側から移住した児童l

であれば，日本権側の陰うつな秋から冬にかけての曇天に気づくであろう。

以上，日照，日射，雷と季節の関連についてまとめて見ると，夏の強烈な日

照，日射は，どの地域ても学年差P男女差が少なく概念として定着しているが，

くもりや宮は不確定な定着の状態てある乙とを示している。乙れはやはり他の

地域と比較する経験の少ないことによるもので，乙の点，地理的分野について

の指導でじゅうぶん配慮、しなくてはならない。

(2) 気温の較差について

A 夜と昼の較差

〔まとめ〉

三地域の児童とも，殺少68%から 100%の聞に集中し概念定着は高い。こ

れは直接経験によるものであって， しかも，その経験はじゅうぶんあるから，

2年生といえども割令は多く確実になっている。

B 南と北の較差

〔まとめ〕

内野と芦ケl崎の児童は，最少63%，最大100%の聞に集中し，概念定着の度
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合は高い。横越の児童のうち， 2年の男女は，ともに北の方的iまやく暖くなる

Jとしているのが， 58%と60%で，南のつぢがはやく暖くなるという方の46%と40

%にくらべて多く，誤った知識になっている。この知識は，ほとんどの児童が

間接経験によるものであるが，横越の2年生をのぞけば，確実に定着してい

る。

C 日なたと日かげの較差

〔まとめ〕

これも三地域の!児童は，自なたの方.を暖いとするのが75%から 100%の聞に

集中し，五つの設問のうちで，もっとも，概念定着の度合が高い。これは直接

経験からの認識の結果である。

D 風のある日とない日の較差

〔まとめ〕

内野と芦ケl崎の児童は，風のある日がすずしいを， 70%から 100%の間に集

巾して選び，概念定着の度合は高い。ただ横越の 3年男主女が，風のない日の

方がすずしいという方に， 54%と41%えらんでおり，誤っている。ことの2年

は70%以上で，正しく認識しているのに，なぜ3年生が誤っているか， 一考を

要する。これも直接経験による認識であるはずなのに，直接経験による認識の

巾では，この設問が一番，概念定着.の度合が低い。

E 高度の違いによる較差・・・・・ ・・・資料2 表49

〔まとめ〕

この設問が，五つの設問のうちで，一番，概念定着の度合が低い。たとえば

芦ケ崎の児童のうちで， 5年女と 6年男が，低平な方がすずしいとする者が44

Zもあり， 6年女， 4年男， 2年男の0%をのぞけばp 他の学年も11%から36:

Zの聞に分布し，不確実な状態である。まずこ，横越の児童を見ると，最少14%

から最大40%の聞に会学年男女が， {A';平の方がすずしいとしている。この二つ

の地域Iにくらべて，内野の児蛍は， 6年女の 0%のほか， 3%から26%の聞に

分布し， 一番，正しく概念に定着している。この経験は多かれ少なかれ，直接

経験はあるはずであるが，高度差が大きくないためか，はっきりとその遣いの

あるこ之に気づかないのかも知れない。
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己

ー、

〉

以上，気温の較差は，総体に概念定着の度合が高く，学年差もほとんどない

といってよい。これらは直接経験によるものも間接経験によるものもそうであ

る。しかし，直接経験によるものも，それが意識してとらえないと，案外概念

として定着しないものてやあるということまはっきり知る必要がある。

(3) iことば」と温度による気温は握の度合・・・・・・・・資料2 表51

〔まとめ〕

当日の気温を，どのような「ことば」でとらえているかを，調査用紙にあげ

た四つのあらわし方，すなわち，あつい，きむし、，すずし¥.'，あたたかいs の

一つを選ばせると，調査当日の気温が260 Cで、曇天であった内野小学校の児童

は.すずしいを選ぶ者が，圧倒的に多く ，最少3年女の日%，最大6年男の81'

%で集中している。これに対してr 温度ではどのようにとらえているかを見る

し 210C~250Cの之ころにピー グがあり，最少 2 年女の28%，最大4年女の

町%e.なっている。したがって，内野の児童は 2 実際の温度よりイ氏自に温度を

とらえていることがわかる。このことは，言語的な把握が，気温感覚を栴束ず

る例として，興味ある問題を提供する。つぎに，気温2JOCで，割合湿度の高

か4た横越の児童を見ると，まず「ことば」であらわす方では，あつい，とあ

たたかいの両方にピークがあり，さらに，すずしいにも，いくらか割合は少な

いがこのあらわし一方でとらえる者もゐる。したがって，この三つのあらわし方

が，どの学年でも，大体5分の 1ずつあることに気づく。これに対して，温度

で主らえる方では，ピークが 260C ~30o C のところにあり， 2年の男女と 5

年の女子をのぞくと，他の学年はここに集中している。しかし，その割合は，

4年以上が42;活から60%選んでいるけれども，3年以下は， 30%~;こ達していな

い。したがって，横越の児童は 4年以上が大体温度で気温を正しくあらわ強る

ようになっているようである。

芦ケ¥¥rI:rは，調査当日の気温は 2BOCであったが，相当風が吹いているためす

ずしく感じられる日であヮた。そこで，ことばによるとらえ方を見ると，あつ

いとした者カ'.2年男で75%，6年男が78%，5年男が86%，6年女が100%

あり，すずしし、とした者は， 3年男の43%，3年女の81%，2年女の83%，4 

年長j女のおのおの 100%となっているoなお、，あたたかいにピークをおくのは
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5年女で57%である。とれに対して，温度でとらえる方は，当日の 280Cに近

くとらえたのは6年男で，260C<"-'30"Cのところを67%えらんでいる。その他

の学年は，大体，実際の温度より低くとらえているし，しかも，内野，横越の

児童のように，ある温度に，どの学年も集中しているのにくらべて，各学年男

女によって，選んだ温度がちがうていることに気づく。これは気温を温度で測

定する経験が少ないこと によ るものであろうか。

以上のように，気温を 「ことば」てあらわすのは，単に温度だけでなく，湿

度や，風の有無なども関係する総合的なものであるし，その頃の気候にしては

すずしいとか，昨日にくらべてあついとか，相対的な判断になるから，ある程

度の共通性は見られても，客観性に欠け否。したがって，できるだけ温度てeと

らえる習慣をつけ，しかも，その温度に対する気温を実感としてもてるように

してやることが大切である。

凶 気候に関する術語にどれくらい接しているか・・・・・・・・資料2 表52

これは，気候に関する術語名f，どれくらい読んどり聞いたりしているかを見

るものであって， その符語の意味をどのようにとらえているかを調べたもので

はない。しかし，との調交で，中学校の地理的分野の指導で，どの術語は「こ

とばJとして与えなければならないか，どの術語は意味をたしかめて指導しな

ければならなし、かという目安にはなるであろう。

〔まとめ).

三地域の児童とも，共通して割合の多い術語は，気温と季節風てある。しか

しz学年差ははっきりしていて，気温は 4年以上て大体80%以上になるが，季

箭風は5年以上が70%読んだり聞いたりした割合になる。乙の二つの術語につ

づいて多いのは冷害である。しかし.乙れも 5年以上で50%をこえる程度であ

る。乙の三つの術語に対して，接した割合がどの学年でもきわめて少ないのは

等温線z降水量，等雨量線，早ばつ，〈てある。これらは，三地域とも30%以下

であり， 5， 6年ても，ほとんど接していないか，保持していない。なお，降

水量は，小学校の理科ては，出てこないで，降雨量になっているから，この点は

調査の際に考慮する必要があった。

- 44-



2. 海洋，海岸地形， 植生と漁業についての既有概念

11) 海についての過去経験・・・・・・・・資料2 表53.54 

A 海についての寅接経験

海についての直接経験で・は，海へ行ったことがあるかどうか，海にはいった

り泳いだりしたことがあるか，その行った海岸の土性は伺んであったかを問う

たのであるが， まづ，海へ行ったかs はいったり泳いだりしたことがあるかの

二つの調査の結果をあわせて考察するとつぎのようになる。

臨海地域でおる内野の児童は， さすがに，海に行った経験は最少84%で最大

100%となり， ほとんど全部行っている。 また，はいったり泳いだりした経験

I土最少61%，最大87%で， これはまた大部分の児童が経験を持っている。これ

に対して，山村で海から遠く離れた芦ケ崎の児誌は， 5年生まで70%から 100

%海に行っておらず， 6年生で初めて，しかも修学旅行で行くのみである。 し

たがって，海にはいったり泳いだりしたことのある児童は， 6年女， 5'"手女，

3年1;.:， 3年男カ:各1人ずつしかない。このをわめて，対照的な一つの地域に

だLて，平妻子の兵中にある横越の児童は，最少2年男の75%，最大6年男の83

%a海に行っている。また，はいったり泳いだりしたことのある児童は，最少

2年女の47%，教大5年女の78%で， これも半数以上の児童は経験しているわ

けである。

日、ト与与?苧.~も， 17ァ宇こ子fEあ子者は 1Fでも行ったことになるし

it1だけ千七、7ぞ?守ヒ、ぢ?シさも，宇41lF苧珍宇さつ宇こととL下あらわ4?
?引 p 甲手?!fa亨?425，7fFT，苧子享bF苧??471F苧ぎ写行ってい

?予?等学行l?，守tf零?伊平?守i，字申宇苧苧子苧うざい、円、?05
?ややト.手伝苧??手lf71、??LL、?γ?守停字手苧?乎苧主苧苧モ甲苧シ

???55?t??き?干しれ、??であ?。

J封切土性についての経験は，三地域とも砂はま海岸の経験が大部分である

ため， !沙を選んだ者が大部分で，岩を選んだ者は，内野で6年jちが28%，芦ケ

附のB年女が67%，同じく努が33%が目立つぐらいである。

B 海についての間接経験
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① 海について誰から聞いたか

〔内野 /Jつ
この地域の児童は，先生から聞いたとする者lが各学年とも一番多く?最少4

年と 5年の男子が74%，最大6年男の 100%となっている。ついで?家の人か

ら之いうのが61%から81%，友だちからというのが48%から78%，その他の人

か句というのが20%から66%になっている。なお， 6年の男子と 6年の女子は

xの項にも前者は100%，後者は86%あげている。以上の結果について考察す

ると，海について直接経験の多いここの児童は，その経験を超えたi釦こ関する

ことがらを聞いた場合，そのことが印象強く頭に残り，したがって，そのよう

なことを聞かせた教師のことを一番多〈選んだものであろう。

.c横越 /Jつ
この地域の児童の一番多く選んだのは家の人であり，つぎに，教師をえらび

友だちがこれに続いている。ここでは，海についての話題が，そう頻繁に取上

げられていないので、はないかというのが，全体の割合や分布から受ける印象で

ある。

〔芦ケ崎分コ

この地域の児童が教師を一番多く選ぶのは予想されたが，友だちがこれにつ

いで多いのは，おもしろい結果で為る。とれはおそらく， 6、年生が修学旅行で

海へ行くので，その前後，6年生から海のことをいろいろ聞くのではなかろう

か。このような小さな学校では，学年の違いがあっても，全校の児童が一つの

遊び仲間であるから， 5年以下の児童が6年生からも話を聞く機会が多いのも当

然といえる。

⑨ 海について何んて見たり読んだりしたか・・・¥・・・・資料2 表57

ここにあらわれた結果は，見たり読んだりしたことがあるというより，イ町か

らー呑印象を強く受けたかということのあらわれでないかと思われる。したが

って，このような観点から，三地域の結果を考察すると， どの地域の児童も映

画からもっとも強く印象を受けている。特に芦ケ崎の児童は映画がひじように

強い影響を与えていることがわかり ，このような地域において視覚教育，特に
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映画の役割の犬きいことを示唆している。なお，内野と横越ては， 2年生が幻

短から強く印象ま受けてい~ことがわかり，低学年における幻燈の役割の大き

いことを示している。

(2) ;:毎の意味をどうとらえてい~か・・ ・ ・・・・・資料 2 表58

ある「ことば」 についての意味は，その「ことば」についての概念や表象で

ある主いうことを前に述べたが，児童は一体海という「こ主ば」の意味をどう

とらえているかを調べたのが，この調査である。以下各地域の児童がとらえて

いる海の意味について， さつの地域を比較しながら考察して見る。

〔内野小〕

この地域の児童が，どの学年も共通して多く選んだのは，波-81%，...-86%，

海水浴-72%，..-78%'，脅し、-64%~86%. ふね 64%-80%.たのしい-44%

F・85%，すいか-41%~87%， ポート-48%-74%， はだか-38%~68%であ

る。したがって，この地域の児童の海についての意味は，以上の概念が目立ち

しかも，学年差がほとんどなく， 2年でも 6年でも，同じ意味内容を構成して

いるといえる。このととは，他の概念について見ても同樺で，割合は少なくて

も少ないなりに各学年が集中しておれこれを折綿グラフに表現すると，その

コ 畢 プロフィ 1レが，ほとんど変らず重なってしまうのである。

ラ 1- C芦ケ 11荷分〕

う ー との地域の児童が，どの学年も共通して選ぶのは，脅い-80%-100%.波

。I -67% ，...，íOO%，すずしい-44%~ 100%. さかな-33%，--100%， ボー ト-33

当 1..: %-100%，海水浴-25%，--100%. さかなつり -22%-100%.たのしい-33

"[)> 

.カE

.映

?に

年lこ

%-86%などである。しかし，これらの概念も 3 選んだ割合が学年聞に大きな

差があれその他の概念について見ると，ある学年の男子が多く選んでも，他

の学年の女子はあまり多く選ばないなど，グラフイヒすると，そのプロフィノレが

錯雑したものになる。このことは，糧についての直接経験が少ないことと，間

接経験の内1たがちがうことから，各人のもっている海の意味は相当にちがいが

あるということを示すものである。

この地域の児蛍が，どの学年も共通して選び，その割合も多いのは，設-52
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%~88%， 青い-48%~80%，海水浴， 56%~84%，たのしい-40%~88%，

ふね-51%...... 75%， あつい-31%~71J6などである。 この地域の概念ょ してと

らえたものは，おおむね，前の二地域の児童と共通してし、るが，各学年聞の割

合の差が， 芦ケ崎よりも少ないが， 内野のそれよりは大きいとトうことであ

る3 その他の概念について見ても，芦ケ崎のようにプロフ ィルは錆雑しない

が，内野のように，ほとんど霊なってしまうというほどでもない。丁度，内野

と芦ケ|崎の中聞に位する意味のとらえ方である。

〔まとめ〕

以上， 三つの地域の児童の海についての意味内容を構成する概念て共通して

いあものは，波，青い，海水浴，たのしい，などてヂある。乙の乙とから，海の

意味について，ある程度の共通性をもっていあことがわかるけれども，細部に

ついて検討すると，なお，相当にちがっていることが理解される。乙れは海に

ついての，児童の経験の質と量が，このような違いを生ずることは明らかであ

って，われわれ教師は，閉じような 「ことば」を使って指導しても，受車る児

童が乙のようにちがった意味内容で解釈していあのだということを，はっきり

知る必要があ否。

(お 海についての絵と 「ことばJの一致

これは，実際f-::'近い，すなわち，抽象度の低い海の絵と，抽象度の高い 「と

主ば」を結びつけるこ とができるかを見たものである。

この調査の結果をまとめて見ると，三地域の児輩とも，海の絵手ピ河や湖の絵

と区別することができ，iととば」と結びつけていることがわかる。すなわち

海の絵主して，砂はま海岸の絵を指摘したのは，内野の児童が82%----84%，横

越の児童が48%，....，81%，戸ケ崎の児童iが67%---100 %である。また，岩石海岸

の緯を指摘したのは，内野の児童が66%---87%，横越の児童は48%---87%，芦

ケ崎の児童は67%~ 100%である。この三校の児童で少ない割合を示すのは，

やはり， 2年の女子である。ところが，川の絵を海として指摘したのは，どの

児童も無視してよいほどの少ない割合であるが，湖の絵を指摘したのが，横越

と戸ケ崎に多く ， 前者は 9%~34%，後者は14%---44%の割合を示し，海につ

いての経験の状態と関連している。

-48-



(4) 海洋，海岸地形，植生について

A 海水の味
、

〔ま !: め〕

しおからいを選ぶのが，内野の児童は最少2年男の80%から100%の聞に各学

年は集中し，横越の児童は最少2年女の74%から100%に集中しているのに対し

て，芦ケ1崎の児童は2年男が50%，2主界女が73%を選んで、いるにすぎない。 加

、ー

の2年男は「すっぽいJを60%，なにもっけない者が25%ある。 2年女は「すっ

ばい」を7%.味なしに20%つけている。 したがって， どの地域も，大部分は

海の7.Ktましおからい之概念化しているが，芦ケ11府の2年は，あいまいである。

• B 風と波および飛砂の関係・・・・・・・・資料2 表61

〔ま と め〕

風がつよく吹くと重大波がたつという関係は，三地域の児童とも最少82%から

最大100%の聞に分布し，慨念として定着している。 しかし，風がつよく吹く

と砂が飛ぶという関係は，内野の児童は74%から84:%の間に分布し，概念とし

て定者しているが，横越の児童は最少6年男の28%，最大5年男の80%間に分

散して分布し，概念として定着していない学年がある。特に6年男が最少の割

合を示すことは問題がある。さらに，芦ケ崎の児童は，砂山が動くとする方を砂

が飛ぶより多くした学年は3年女で，閉じ割合を示したのは2年男である。そ

のほか4年女が45%，3年男が43%，6年女が33%，6年男が22%の割合を示

し誤っている。これに対して，砂が飛ぶとした割合は，最少2年男の55%，最

大は5年女と 4""下男の 100%であるから，砂も飛ぶし，砂山も動くとしている

わけである。このように，直接経験のある者は，学年差なく，正しい概念を持

っているが，直接続験の少ない児童は誤りを含んだ概念を持つことになる。

C .海岸の植生

【ま と めJ

海岸によく生えている木は何かという設聞に対してP 三地域の児童の反応は

やはり，直接経験の有無之密接に関係している。すなわち，三地域の児童とも

桧の太を選んだのは， 72%から 100%の聞に分布し，定着の度合は高いが， ぐ

みを遺んだのは内野の児童が785ぢから88%で，学年差，男女差なく多く，横越
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の児童は3%から46%の閣で， ょうやく高学年で定若し，芦ケ崎は 2&手男が50

%選んでおるほか， 18%以下で，ほとんど知っていないといってよし、。さらに

アカシヤは内野の児童が 4%から44%で，割合は少ないが各学年とも選んだの

に対して，横越は2%から12%，芦ケ)1時は 0%からo7%の聞に分散して不舷実

である。芦ケ崎は竹，ぶな，つばき，なども同じような割合で選んでいるから

思いつをで選んでいると判断される。

(5) 漁業についての基礎的な概念の定着について

A 漁師の仕事

〔ま 2二 め〕

三地域の児童とも，魚をとるに集中している。ただ，横越の児童，特に2年

女が33%，2年男が50%，3年女が56%，3年男が60%で，不確実である。

B 淡水魚とかん7.k魚の区分

全般に，三校の児童とも， 区分は学年差なくでき，概念として定着してい

る。ただいあゆをかん7)<魚とする者が，内野で14%から43%で、学年が下がる

につれて多くなり ，横越，芦ケ崎も同様の傾向を示す。それで面接調査によっ

て確めたところ，内野の5，6年ではやはりわからない者が30%ぐらいいる。

しかし，芦ケ崎の児童の中に， 5年の女子が1人， 卵を生むとき川をさかのぼ

って海から来るのだ之いう，高度の知識を間接経験で持っていた。他は声ケ崎

も横越でも川の魚だとする者がほとんどである。 したがって，低学年に海で主

れる魚として選んだのは，わからないからであると判断してよいと思う。内野

の児童が，こんぶを，海がらとれるとしたものが，学年によって割合に差ーがで

き，特に，2年が50%以下であるのは，芦ケ崎，横越の児童が割合も多く，学

年差が少ないのと対照的である。臨海地域の児童でも直接経験を持たないと

旬接得験ヰよるもの42，概念として定苧しないよヒ叩?あ?。

C さかなをとる方法・・・・・・・・資料2 ~65 

〔内 野 小〕

網を選んだ者lま，最少2年男の80%，最大6年女の 100%で学年差，男女差

なく概念定若の度合は高い。つりざおを選んだ者は，最少3年女の635百，最大
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コ

5年男の84%で，網にくらべれば低いが，おtおむね，学年差，男.k差なく定着

している。しかし，もりとなると，最少5，6年女の 4%，最大6年男の34%

でいちじるしく剖合もドがり，概念定着の度合は低い。

〔 横 越 小 〕

網を選んだ者は，最少3年男の80%，最大6年男の97%で学年差，男女差な

く概念、定着の度合は高い。つりざおを選んだ者の割合は，最少2年女の48%，

最大5，6年男の86%で少し分散し割合も少なくなるが，それで、も，おおむね

傑念として定着している。さらに，もりについて見ると， 5年男が82%，5年

女が47%，0年男が41%で割合に多いが，その他は20%以下で少い3

〔芦ケ崎分〕

網を選んだ者は80%から 1001%で，学年差，男女差なく定着の度合商く，つ

りざおを選んだ者は， 2年女の47%から 4年男と 5年女の 100%の簡に学年が

分布し，学年差の開きが少しはあるものの，定着の度合は高い。さらに，もり

を選んだ者の割合は， 2年女の 7%を最少に， 6年女の100%を波大に分散し

ているが， 2年女をのぞけば，大体， 65%以上で定着の度合は高い。

くまとめ〕

三地減の児童を比較す~と，もっとも海の直接経験の少ない芦ケ崎が，三つ

の方法を割合多く選んでいるのに，海に臨んだ内野の児童は網に集中して，特

にもりが少ない。これは直接経験による概念定着がはっきりし過ぎて，間接経

験によるものが排除されることの多いことを意味してい否のかも知れず，興味

.ある問題ま提供する3

D 漁師のil:専が危険の多い理由

〔まとめ〕

この知識は，まったく間接経験によるものであるが，二地域の児意のうちで

横越，芦ケ~の 2年生，特?と女子Iまいずれも割合が一段少ない。しかし，他の
学士:.!1，どの地域でも，概念定着の度合は高く確かである。

E 漁師の住居の分布・・・・・・・ ・資料2 表67

f内野小〕

漁師の住民t土砂山のかげにあるとする者は，最少46%から晶ー大83%の間に各

し集中している。ついで川ぞい尚るとする都，防か品
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%の聞に分布する。したがって，この地域の児童は直接経験で，学年差，男女

差なし一致した状熊で概念に定着しているといってよいの

〔横越 小〕

この地域の児童は， 大体，内野と同じ傾向を示、すが，学年差があり，川ぞい

の)jを多 く選ぶ。

〔芦ケ崎分〉

技うちぎわ，砂山かげ，砂丘の上，町の中， 川ぞい，のおのおのた選ぶ者が

学年によっていろいろあれどのーっかに集中しない。これは直接経験の少な

いためである。

(6) 絵によって示した海場地形と地形名を結びつけることができるか、
・・資料2 表68

〔まとめ〉

まず，三地域の児童に共通した点として気づくことは，学年差が大きいとい‘

うことてある。すなわち， 2年3年が，いちじるしく少なし、割合て，5， 6年 .

になって，50%以上の割合を示すことである。いくつかの地形の中で，低学年叩

ても割合結びつけることのできたのは，島だけである。どの学年も，割合が少

なく結びつけが困難なのは，砂丘，河口，水ぎわである。これは，海岸地形と

して常に使用されるものであるから，現地にのぞむことが困難であれば，てき:

るだけ写真，絵画て，地帯名と地形圭一致させるよう指導する必要がああ。

げ) 海洋，海岸地形に関する術語にどれだけ接しているか

〔ま と め〕

これも，三地域の児童に共通した点は，学年差が大きいことである。5，6年

になミ5と，どこの児童も，ここにあげた術語には，ほとんど接している。この・

中で比較的，割合の少ないのは海峡である。

暖流と寒流について，面接して調査したところによ忍と，その意味内容が三 t

つに別れているのに気づいた。芦ケ崎の 6年は，高から北へ流れるのを暖流，

その逆走寒流とし，内野の 6年は，暖い流れま暖流， 冷い7](を寒流といい，債

越の 6年は内野と同じいが，緩い流れを寒流とする者が割合に多く，不確実で

ある。なお，どの地域も，5年生は不確実なものしかもっていない。
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新潟県の沖合を流れる海流は，どちらからどちらの方へ流れるかという質問

に対しては，内野の児童5，6年lま，ほとんどの者が，弥彦の方から新潟の方へ

流れているとし，横越の 5，6年は，大部分の者が知らない。芦ケ崎の6年男

の中で，地図に暖流が九州の方から北海道の方へ流れていあしるしがあるから

南から北へ流れているという者が一人おり，間接経験の有効性を見せていた。

3. 地形，植生，土性と農牧林業についての既有概念

(1) 水田，畑についての過去経験

水田と焔が向分の住んでいる所の近くにあるかという設問は，回とか畑とい

うものを知っているかEうかの判定にもなる。この調査にあらわれた結果は，

どの地域の児童も， 2年生であっても，よく知っていると断定できる。それは

内野の児童が，水回は近くにないとした者が， 6年男をのぞいて， 68~古から86

%の聞に集中し，畑が近くにあるとした者が，68広から86%の聞に集中してお

り，現地の笑際によく合致している。さらに，横越， ~;ケ崎のように農村の児

童は，聞が近くにあるとした者，前者が41%~86%，後者は71% ~ 100%に集

中しているし，畑については前者が63%~87%，後者は67% .~100%と集中し

現地の笑際とよく一致している。ただし，内野の6年男が，/1<.田が近〈にある

とした者の割合が58%であることは，彼等の行動範囲の広くなっていることを

意味しているからであろう。また，横越の 2年男が近くにないとした者が58%

もあるのは，いささか実際に合っていなし、。これも p 近くというととをf 自分

の家の周囲ぐらいに考えたので、あろうか。

水田lこはいったことがあるかどうかは，地域によって相当の違いがある。た

とえばp 内野の児童は，5年女子をのぞいて.女子ははいったことがないとす

るものの方が多い。男子は逆に，最少3年男の56%，最大6年男の85~ぢの割合

ではいっている。 これに対して農村である横越と芦ケ11街の児童は， 2年生か

ら，ほとんどはいった経験をもっている。ただ，芦クi崎の児童は男子の方がほ

とんど 100%で，女了・は60%から78%の聞に分布し?男子より少ないことが横

越とこ主なる。これは，横越のように水回単作地帯で経営規様も， 2~3 ヘク

夕刊レの所と，芦ケ崎のように，0.8ヘクグ F ノレく、・らいの所では，児童の農耕
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作業に参加する皮合もちがうのかも知れない。あるいは，r有ケ崎の女子{主，農

繁期の手つだいは家事や子守りなどが主であって，農耕作業に直接参加しない

のかも知れない。

(治 水田と畑の差異について

A 作物より見た場合・・・・・・・・資料2 表75，77 

「まとめ〕

作物左してあげたものは.米，野菜，くわ，さつまいも，亥，の五種類であ

るが，このうち，水田か畑のどちらかで，つくることがはっきりしているのは

三地域とも，米，野菜，さつまいもである。この作物については，学年差，男

女差なし概念定着の度合は高いといえる。このうちで，声ケ崎の 6年女が，

ラ!えを7k田に100%，畑にも67%の割合を示すのは，陸稲を知っているからであ

ろう。

ス上の，三つの作物に〈らべて， 71<聞と畑，あるいは，どちらにも関係しな

い(これは，どちらにつけたらよいかはっきりしない者も合まれる〉のいずれ

を選んだらよいか困った作物が，iヤと芋である。たとえば，くわについて，

内野の児童で畑をあげた者の割合が，最少3年男の34%，最大6年男の70%で

どちらにも関係なしとした者の割合が，最少6年女の30%，最大5年女の56%

で，相なかばい横越の兇建(i.，畑を選ぶ者が，最少5年女の38%，最大b年

女の70%で，むしろ高学年の女子が混乱している。芦ケ崎の児童だけは，3年

と5年の女子が，それぞh，どちらにも関係しないとした者の割合が， 45%と

43%で多いが，他は， 50%~ll00 %の間に集中して多L、。 (4年男が水田も50

Z選ぴ不徳突である〉

このような状態について，その後面接によって再調夜して見ると，内野の5

6年の児童のうちで，女子・が，67%<オつを見ていず， また，イすにつかうのか知

っていず，.t黄越の児電でも， 5年の女子は，50%見ていず，また，何につかう

か知っていないことが明らかになった。

去は先にも述べたように，ほとんど直接経験がないので混乱するとは考えた

が，これが来安裏作につくることから判断に氷・ったのかψ泊求して見ると，必

ずしも，それが王聖位ではないようでゐる。すなわち.内野の児童は，麦を回に
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つくるとした者の割合が，最少6年男の 8%，最大2年男の70%で，低学年に

いくほど多<，逆?と畑につ〈るとする者が，高学年にいくほど多くなる。

横越でも， 7K田につくるとした者の割合は，最大2年男の53%，ついで，2 

年女の40%で，やはり低学年が多L、。芦ケ11時では，畑に割合集中しており， 6 

年女が 100%，ついで， 2年女の73%としづ分布を見せるが， 3年男が白を86

%選び， 5年男女が， 71%， 4年男が50%というように混乱している。

B 土性より見た場合・・・・・ ・・・資料2 表78，79 

〔まとめ〕

砂地，土，石はら，岩，を土じようの代表としてあげたが，この分野は，特

に，直接経験の有無が関係、していることに気づ〈。たとえば，砂地は，内野の

児童は畑にするとLヴ者の割合が三地域の中でもっとも多く， 42%から85%の

聞に集中し，学年差も少ない。それに対して，芦ケ崎の児童は，どちらにも関

係なしとする者の割合が， 42%から 100%の聞に集中し，畑にするという者は

11%から43%である。横越は，畑にする者の割合が， 25%から50%で，どちら

にも関係しないとするものは， 22%から58%の聞に集中し，両者が相なかばし

ている。

土について見ると，内野の児童は，回に関係ありとする者が，最少2年男の

33%から，最大6年男の73%で，畑とする者より， 2年男をのぞけば多い。横

越では，国とつながりがあるとする方が，比較的多いが，畑左つ々がりのある

とする者も18%から47%の聞に集中し，どちらにも関係するとしている。芦ケ

崎の児童は，畑と関係があるとした者の方が多く， 46%から 100-%の聞に分布

するが，回は14%から71%の聞に分布する。 2年男のみ，どちらにも関係しな

いとして 100%ここにつけたのは，経験の少なさによるものであろうか。

石はらと岩は，さすがに，どこの児童も，どれにも関係しないというところ

に集中して，はっきりしているが，横越の児童がその中で，畑にするとした者

の割合が相当あるのは，石はらや，岩の性質を考える経験が少ないのかも知れ

ない。すなわち， 5年の女子が，石はらでは，畑に33%，岩では同じく38%も

選んでいる。

C 傾斜から見すこ場合・・・・・・・・資料2 表82，83 

たいらなところ，ななめのところと表現して，どちらが水田で，どちらが畑
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にむすびっくかを調査した。

〔 まと め〕

たいらと回の関係をとらえているかは，三地域の中で内野の兇童が一番割合

が少ない。すなわち，内野は30%から68%の聞に集中し，横越は30%から80%

芦ケl崎は27%から86%に集中しているのなお，どの地域の児査も 2，3年4.の

割合が少ない。芦ケ崎の児童は，たいらを，むしろ，畑と結びつけており，そ

の方の割合が多い学年もある。 6年女の 100%，5年男の71%，などがその例

である。

ななめは，fの地域の1見叢も，畑と結びつけているが，どちらにも結びつか

ないとした三普の割合も多く，大体，畑と同じ制令になっている。そして.ここ

では，必ずしも，低学年の割合が少ないわけで、なく，学年差からくるものでな

いと考えられる。しかし，これは傾斜の角度を取り吸わないと，もっと籾催に

児童の考え方を知ることはできないようだ。

D 7kをたたえているかどうかで見た場合・・・・・・・・資料2 表84.85 

〔 まと め〕

この角度から見た水田と畑の差異ははっきりしており，三地域の児童とも 2

年 3年の男女をのぞけば，観念定着の度合は高い。大体， 二五地域とも eo%~
100%に集中している。

(11) 居住地域の植生について

〔ま とめ 〕

ここでは，自分の住んで‘いる所ーでは，どこに木がたくさん生えているかを問

うたのであるが，横越之内野の児童は，山にも多く木が生えているとして，地

域に保在しないものまであげているが.他の項白については，大体，その池域

の状態を禾している。すなわち，内野の児童は，学校三砂山を)番多く選び2

横越の児童は，お宮，お寺，家，た多く選び，芦ケ|崎の児童置は.山とお寺とお

宮を多く選んでいる。学年差，男女差はどの地域でもほとんど見られず.この

さ?な経静子4F今EL下?5F考度令も高ヒ、こさ42わかを。

(4) 家畜の飼育場について・・・・・・・・資料2 表87
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〔まとめ〕

これは，自分の地域に限定せず，一政として判断させたものであるが，結果

において2 やはり .各地域の特性がよくあらわれている。すなわち，内野の見

童は， 山の草原に最少79%，最大94%で学年差なく集中しているが，そのほか

は，家畜小屋，川原や土手p 道ばた，などが多い。しかし，これらも，学年に

よって，多い，少ないがあり集中していない。なお， 2年男女が動物闘を68%

74%あげているのも，特色である。これは，家畜飼育の場に接していない者が

多いから.間接経験から山の草原に集中するのである。これに対して横越の児

童は，各学年を通じもっとも割合の45く，集中しているのは， JII原や土手であ

り， 3年男女の33%をのぞけば， 66%から94%の聞に分布しているQ ついで，

山の草原が多く， 43%から78%の聞に分布し，家畜/J、昼が第3に多く， 37%か

ら81%の聞に分布する。これは地域の笑際をよくあらわしているc 芦ケl崎の児

童は家畜小屋が一番多く， 2年男女の25，27%をのぞけば， 783ぎから 100%の

間に集中し，山の草原は， 2年男が0%で，他は57%から 100%の聞に分布す

る。この中でも， ;;)年， 6年の女子が一審少ないのは:おもしろく，特に6年女

子が，川原や::t:乎tζ100%を見せているのとあわせ考えると，間接経験よりの

判断で，とのような割合を見せたのではないかと考えられる。

(5) 家畜の利用につい℃・・・・・・・・資料2 表88，89 

〔まとめ〕

馬，牛，羊，ゃぎ，にわとり，豚，の六稀類の2訳者について，その用途を聞

いたわけであるが，このうち，主要な用途が一つであるものは，その用途を三

地域の児童は学年差なく多く選び.概念として高く定着している。すなわち，

札ゃぎ，ぷた，などがそれである。 くただし，横越の 2年生が，羊で35%前

後，豚が47%で少しおちる〉ところが，馬，牛，にわとりなど，用途のいくつ

かあるものは，そのJfi途を全部あげず，自分の地域で利用するものを多く選ぶ

傾向がある。

馬について見る主 p 三地域の児童とも，共通した傾向を見せており，どの児

童も率をひかせるを一番多〈選び，つぎに荷物をのせるを選ぶ，そして，乙の

荷物をのせるは，芦ケl崎の児童が一番多く選び， 2年男女をのぞけば， 64%か
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ら100%の間に集中する。ところが，すきをひかせるになると，内野の6年男

女が75%ほど選び，横越の50%以下と対照的であり，現実の農耕作業に馬の利

用が少なくなっているのを，まだ ・般的に多いと判断している。芦ケ崎の児童

で山地農業における馬の役割を，やはり高く評価している者と，一般的に考え

て高く評価しない者とが相なかばしているのはおもしろい。

牛について見ゐと，買をひかせたり ，荷物をせおわしたり ，すきをひかせた

りする利用法については，馬と同じ傾向を見せるが，牛乳と肉の利用について

は地域によってことなる。たとえば，牛乳について，横越の児茸，特に2年生

は牛乳のみを選んで75%前後の高い割合を見せ，芦ケi舟の2年生も同じ傾向を

見せるのに，内野の2年生は他の学年k同じように，荷物をせおわザる之かp

すきをひかぜるなどを選んでいる。肉について見ると，内野の児童，特iこ5，

6年生が44%から65%に分布し，横越の13%以下，芦ケ11P.f'fの43%以下と対照的

になっている。筒]の子どもとして，肉を食することの多いことから判断し横

越，芦ケ崎の児誌の生産手段として午を見ているのとちがいがある。

(6) 河川の状態と河川|の利用について

A 河川の状態について

これは，河が流れている場所によって，河川の状態がどのよ.うに変化ナるか

を見たものであるコ河が流れている地域を 1 山を流れて・いる 2 低

くたいらな研を流れている 3 蕗に流れ出るあたり，としたが.これを一

応，上流，中流，下流とすると，上流に当る地域l土芦ケl時であり ，中流に当る

地域は横越であり，下流に当る地域は内野である。なお，何状を示すものとし

・て，土性，透明度，流速I 71<.畳，河岸の地形， 71<.温をあげた。つぎにr 各流域

ごとに，冗童がどのようにその特色をつかまえているかが述べる。

なお3 全体を通していえることは，この認識は間接経験によるものが大きい

ので.特に理科の学習と関連があるため，どの地域でも学年差が大きくあらわ

れているの

〔まとめ〕

上 流

1*:野の児童について見ると，上流の特性として，大きな石や米がある，71<.が

?をんでいる，流れが急だ，諸になっている，7Kが少ない，ちょろちょろ流れて
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，~、る，がけになっている，冷たい，がピークになっている。したがって.大体

のところ上流の特性をつかんでいるが， 2， 3， 4年i:t.， 7kが澄んでいるより

にごっているの方に削令が多しその他の観点についても， 5， 6年が50%以

上の割合を示すのに， 30%以下の割合しか示さないものが多い。このような関

係、判断は6年の男子がもっともよい。

横越の児認は，総体に，内野，J寄ケl'時の児寂より，各ピークの割合が少なく

扱念定着の度合が低いようである。この児童のあげる上流の特注は内野のそれ

と変らない。そして，やはり 2年3年が一段低いが， 4年ltb;-5，6 "1'-と並ん

で割合の多いのは良い点である。

戸ケ崎の児童は，上流の特色として，71<がにこ・っている，をあげている。こ

れは他の地域の児童とちがっている点であり，誤っていると考えられたので，

間接により，再調査してみた。その結果，との地域の児廷は.他へ旅行するこ

ζ が少なししたがって.中流，下流の河川の状況と比較することがで.きない

のであるということが，はっきりした。このような誤った概念もあるが，やは

りこの地域に住んでいる児童でらるので，大きな石や兼が;!bるとか，流になっ

ている土か，という特性は2年3年でもよくとらえており， 50~右前後の児廷は

選んでいる。水温については比較したことがないためと，間後経験も少ないた

1;1;か2，3年生は，冷たいよりぬるいの方を多く選び誤っている。

中流

〔まとめ〕

内野の界直について見ると，中流の特性としてピークや示すのは，どろや砂

がおる，ながれがゆるやか，水が少ない，土手がある，たいらである，7k{iぬ

るい，をあげ，割合は学年によって聞いているが，大体，どの学年も，以上の

観点にピークを置き，概念定君・の内容は一致している。

横越の;見iii:も，内野のそれと，ほとんど変りないが，総体に，内野よりも各

ピークの領l合が少なし概念定着の度合が低いυ

芦ケ崎の児童-lま，中流の特性として，小石がt.，る，流れはゆるぞかだ，7.kは

少ない，たいらである，ぬる1，，¥，を潔び，ノj、石が多いという点が，他の二地域

の児童とことなっている。さらに，学年別に見ると，学年によって選ぶ観点に

ちがいがあり，内野，債越のように，全学乍が大体一致した傾向を見せず，録、
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雑している。そして，必ずLも，高学守・が正しい解答を出しているとはかぎ

ず混乱した状態で，定着しているようでゐる。

下 流 ・・ ・・・ ・・・資料2 表96

〔ま と守め二

三地域の児童が共透して，下流の特性としてs 学年差，男女差もあまりなく

一致してあげているのは，7k量が多いという観点である。 その他の観点は向じ

ような割合を見せp 特に明確なピークをなすものがない。

B 川の利用について・・・ ・・・・・資料2 表97

〔内野 IJっ
どの学年の児童も多く選んで‘いるのは，魚をとる，運搬，権がい，洗たく 3

発電，などである。これらの巾で，社会的な価値が高く，しかも，わが国の河

川で盛んに利用されるものは，濯がい，水道，水力発電r 砂利の採取で、あるが

このおのおのについて見ると，i穫がいは，最少3年女の47%，最大6年男の84

%で，平均75%前後遺び，概念定着の度合は高い。水道は比較的割合が少な

し 46%から75%の聞に分布する。7.kカ発電は，ここでは3年男女が少なく33

%と22%であるがr そのほかの学年は48%以上で多い。特に， 5， 6年男女は

B4%から87%で定着の度合が高い。桜塚リの採取は，内野では見られない仕事で

あるためか， 6年男が70%で多しそのほかの学年は55%から18%の間fこ分散

l..，あまり確かとはい交ないn

〔横越小〕

この児章も多く選んだのは，内野の児童と同じである。しかし社会的価値の

高いものについて， 2!年之 3年が少ないことは注意を要する。すなわち，ァ'1(力

発電で， 3年女が8%，0年男が32%，2年女が44%を示し，濯がいでは，3 

年女が45%で最少，ついで， 2年女の51%，3年男の58%.'2年男の66%，に

なっている。砂利の採取では，逆に， 2年男女が65%前後で、最大なのはおもし

ろい。

ヒ芦ケ i崎分〕

この児童が，学年差， 男女差ともに少なく選ぶのは，機がい， ノk道，設た

く，発電，である。このうち，社会的価値の高い議がいが，最少2年女の67%

で，最大は4年以上の学年が全部100%を示しており，概念定着の度はさfわめ
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て高い。水道も同じく ，67%から100%の聞に集中し，発電は50%から100%の

簡にあり r この地域の児童がp 以上のことがらについて，確笑に定着している

ことを示しているσ砂利の採取は，男子が多く， 75%から86%の聞に集下tlL， 

女子は14%から67%の聞に分散するのも，男女差を顕著に見せて興味がある。

〔まとめ〕

以上の三地域の児童をまとめて見-l>と， 5， 6年の男子は社会的価値の高い

ものを多く選ぶのに対して，女子は臼常生活に関連するものを選び，低学年に

もその傾向のああことがわかる。 しかし，全体に河川の利用については， 直

接.間接の経験から，2年生でも，多くの利用法について，概念として定着し

てい-l>度合が高いとしてよいであろう。

(7) 山，山村についての過去経験

A 山，山村についての直接経験

〔まとめ〕

芦ケ崎の児童はいわずもがなで，全員直接経験をもつが，内野と横路の児童

について見ると，山にのぼったことが為る者it.，内野では2年女が76%，横越

ではやはり76%で，これが最少でおる。したがって，2年以上の児童になれば

ほとんど山にのぼった経験をもっといえるのである。

山の村に行ったことがあるかは，内野の児童は3年男女が， 75%と67%ない，

としているが，他の学年は，行ったことのある者が半数か，それ与え主である。

横越の児童は， 2年男女が78%と81%ないとしているが，その他の学年は，大

体，行った者と行かない者が半々である。したが.って，山村についての経験は

不十分なものであると見てよいようだ。

B 山，山村についての間接経験

〔まとめコ

三地域の児童とも，調査紙にあげた間接経験の手段については，どれについ

ても 2 おおむね， 30%以上の割合で接していると之が解る。そして高学年?とな

ればなるほど，どの手段についても同じ割合をもって多く接している D しかし

これは，海の間接経験のところで述べたように，どの方法によるものが，もっ

とも ~p象を強く受けるかということになるから，その点について見ると，三地
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械の児玉江とも日央区に集中し，特に，山村でない地域の児童は割合も多く集中，

ている。これは，海から遠く離れた芦ケ崎の児資が，海の間接経験てv映画に集

中しているのと，令〈同じ理由による。

(8) 山 の意味

〔内野小ユ

各学年が集中して，制令も多い概念は，高い一-.e8%~84%. みどり一一43

%~87%. 木一 ー 31%-87%. であり，学年，男女の差が大きい概念、として，

けわしい一一14%-82%，気もちがよい一一28%-78%.キャンプー-16%-

・'82%。割合は50%前後であるが，学年差なく集中している概念、は，すずしい

43%-74%. しずかー-38%-64%. 岩一一24%~花克，などである。その他

土色一一21%-67%.袋一-14%-67%など割合は中位であって分散している

概念もある。このような概念をもって構成する山は，高くて木がしげりみどり

色をしている。そして， Lずかで，すずしく，気もちがよい所であるというよ

うになるe

f横越小〕

この地域の児Z置のもつ，山の意味内容も，大体，内野のそれと同じである。

しかし，ロープ・ウヱ{などが，それに加わり ，高学年では，けわしい，など

もはいってくる。

f芦ケ l崎分〕

この地域は山村であるので，山の直接経験はきわめて多い。それで，各学年

男女差なく集中して割合の多い概念は， みどりーーー87%-100%. 高い一一50

%-100%. 永一一57%~100%. すずしい一一44%~100%. しずか一-33%

~100%. 気もちがよい一-40%-100%，というように，意味内容が明確で，

学年差も少ない。そのほか，なだれ，などが意味の内容に加わって，他の二地

域の児置とちがったものそ示す。

〔まと め〕

海の意味と同じように，直緩経験の豊富な所の児童は，学年差， 男女差なく

:意味内容が限定され，その定着の度合も高い。
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(9) 山の纏生

仁ま主め〕

山に多くある木として，三地域の児童が共通して多くあげるのは，杉，もみ

じ，である。ところが，芦ケ崎の児童をのぞけば，ぶなは内野も，横越も巌大

40%，最少3%しからげない。さらに，しらかば，ならなども少なく，芦ケ崎

の児童が， これらの木も割合多くあげているのと対照的である。なお，ひのき

は三地域の児童とも少な<，間接経験のないことを物語っている。とにかく，

内野，横越の児童は，すぎが山の木の代表的なものとして把援しているのだと

解釈してよいようである。

UO) 山地形と地形名の結びつき・・・・・・・・資料2 表103

〔まとめ〕

I 三地域の児童とも，共通して高い割合を示すのは，頂上である。すなわち，

内野では， 50%~100%， 横越では， 35%--100%. 芦ケ崎では. 1 7%~100% 

(2年男女は 0%)。しかし，いずれも学年差が大きし 5，6年でようやく

70%以上になる。つぎに，すそのが共通して多いが，割合は，内野の5. 6年

で25%~67%，横越の 5 ， 6 年で36%~52%，芦ケ崎の 5 ， 6年が57%，__67;'~ 

i 大体定着している。そのほか，内野の 5， 6年は中腹の割令が多く 73%~

82%であるが，横越，芦ケ崎は少ない。したがって，5， 6年にたってようや

く以上の地形と地形名を結びつけることができるわけである。

台地と岡の区別は， e_'の地域の児童も明確にできない。

ω農機具について

〔まとめ〕

農具(かま，くわ〉は，どの地域の児童も.80%以上に集中して，概念定着

の度合はきわめて高い。農業機被については，脱穀機，耕うん機は2年男女が

少し割合が低いけれども，大体70%以上で定着している。しかし，数粉機，除

草機ほどの地;域も少なく疑問に思ったが，散粉機は用途が解らず，除草機は，

ゴロと称しているため，このよび方では何につかうかはっきりしないためであ

る。
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表105山村の人々 の仕事について・・・・・・・・資料2(1al 

同じ傾向を見せ，各学年の児童が集中して

ー』J、j
 

'''
 

とのこつの地域の児童は，大体，

多くあげた仕事は，ァ!てこり，炭やき.木をうえる.であり，やや割合は少ない

が養蚕がある。そのほか，内野の児童は乳牛の飼育も割合多く選定している。

2年生が50%前後のところが，米まつくるということは，きわめて少なく"

割合を見せているのに，5， 6年は10%前後しかあげていない。これは，わが国

の山村の特色正誤ってとらえていることにだる。すなわち，わが国の農家iま，

自家消費のために米をつくろうとし，きわめまず，いかなる地域にあっても，

て条件の悪い所でも水田耕作をしている。そしで，特殊の例外をのぞけば，ほ

越〔検IJ、〕野〔内

とんどの農家が米をつく~のである。 これは2 山地の農家であっても同様であ

る。

その後，面接によって再このように調査の結果に大きだ問題を生じたので，

山村の人々は米を6年生は，ほとんどの児童が，内野の 5，調査したところ，

自分8年生は，少しつくってい否が，つくらないと断定しでおり，横越の 5，

の家の分にも足りないぐらいだとしている。以上のような誤った概念に定着し

てい~ことは， 教師の適切な指導が早急に必要である。

E芦ケ崎分〕

ついで，木こ

り，炭やき，木をうえる，をあげており，山村の生活の笑態に一致している。

直接経験による概念定着のEしさと確かさをよく示している。

表106地形に関する-術語にとれだけ接してい~か・ ・ ・ ・ ・・・・資料 2(1'll 

め〉2こ〔ま

この術語に接した度合も，気候や海洋と同じように学年差が大きくあらわれ

3年生はその割合は少なく定着していない。 5. 6年牛.を中心に

見ると，三地域Uこ共通して割合の多い術誇は，平野，盈地，

2. ており，

台地，高原，火山

山地である。特に，火山は2年生でも相当接しており， 30%，-..60%ぐら山脈，
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扇状地は内野の 6年男女が聞広~70%知っているが. l'黄越，芦ケ崎の児童tこ

はほとんどあらわれてこない。その他，段工Lはどの地域の児涯にも少ししかあ

らわれていないが，見事な河岸段丘の上にあり，かつ，対岸の段1i:1こ接してい

る芦ケ崎の児殻~t.5， 6年になったら，その「ことぽ」を与えてやってもよい

のではなかろうか。

低湿地，三角州は，やはり，どの地域の児童も接していないが， これは学習

内容の程度からいって無理かも知れない。 しかし，中学校の地理的分野の指導

では，すぐ取り扱うわけであるから，特に，中学校の教師はこの点注意す否必

要がある。

4. 結 三五
日n

以上，児童の向然並びに向然への符jきかけについての過去経験が， どのよう

に概念として定着しているかについて見てきたわけであるが.一つ一つの概念

化の度合は.それぞれの結果と考察を見ていただくこととして，これら:全俸を

とおして， 過去経験と既ゐ概念の関係，学年の発達にともなう紋念定肴の凌

合，男女別に見た観念化の旗伊j等についてま土めてみることにずるの

まず，過去経験と既有概念の関係について見ると，この両者JZ密接に凋速し

ているということが明確になった。 このことは調夜前にも予想されたことでゐ

り，とりたてていうまでもないことかも知れないが， 長.休的に，どういうよう

な概念はどのような過去経験の反映であるかがつかめたということは~-つの

附設であろう。直接経験が多いということは，確かに，概念として定着する皮

合力唱し確かなものになるが，反面，直接経験が強〈概念化tc影響して.間

接漆験による，事;Lい意味を与える場合，それを排斥ずるという状態を生1:，

ある F ことば」の意味内容を狭くするという結果も.この調査からうかが去る

のである。したがって，学習指導はa 既有の意味内容をとりこわし，新たに意

味内容を再構成するものであるといえるのである。 なお，学習指導に当っては

できるだけ，視覚に訴える学習経験を取り入れなければならないということは

この説奈からもいえることであり，特に直接経験をもっととのできない児童生
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徒についてζのことがし、えるのである。

以上のような過去経験と既有概念の関係は， さらに，今一つ霊安な問題を提

供する。それは，たとえ直接経験の中にあっても F それを意識的にとらえない

かぎり概念化しないということである。このことは，昔からいわれているよう

に， I心ここにあらぎれば，見れども見えずJである。 したがって，学習指導

というのは'.，見ょうとする，あるいは，見ょう主意欲する場を与えてやること

だともいえる。

つぎに，学年が進むにつれて，概念定着の仕方主度合はどのようになるかを

述べて見る。

まずp 第ーに，2年と 3年の問は一つの断層になっているという こ 之であ

る。これは，直接経験によるものと間接経験によるもの之を間わず， この調査

にあらわれている。間接経験による概念の定着は，当然，学年差のあるものと

予想されたが，直接経験によるものにも，そのことがいえるのである。もちろ

ん，直接経験がひじように豊富で強いものは， 2年と 6年でも概念、化の度合は

高〈確かなものになっているが.経験の中にあっても， それを意識してkらえ

る場の少ない者は.概念として定着することが低い。 2年生はこの意味で 3年

、生との聞が断層をなし.定着の度合が低いものと判断される。これに対して3

年 4年5年は連続した形で発展する。

つぎに. 5年と 6年の聞に，概念定着の仕方や度合に問題がある。それは，

・6年の男子が，直接経験による梗念定着の度合が5年l'とくらべて高くなるとは

かぎらず， むしろ停滞するのではないかということである。もちろん，この調

査が追跡調置でないから，今の5年生が6年生になった場合もそうだというこ

とはできないけれども， 一つの傾向として， この調査からいえるようである。

したがって，各学年男女

の中で，もっとも定着の度合が高いのである。ところが，間接経験による概念、

6年の女子は一層定着の度合が高く，それに対して，

の保持は， 6年男子がもっとも高い割合を示すのである。

このことは，気候について調べた調査8Iについて見ると，気候はすべてと

いヮてよいほど直接経験をもつものであるが， この中で， 6年男子が5年男子

にくらべて割合の少ないものは， つぎのとおりである。 cc)内は学校名〕
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7.kおよぎく内野，芦ケ崎〉スキー(内野，芦ケ崎〉おぼん(横誠，芦ケ崎〉

さくらの花見(内野，芦ケli船 おまつりく内野，横越，声ケ崎〉 ハイキング

(内野，横越，芦ケ崎〉すいか(内野，横越〉 みかん〈芦ケ11曜の いちご〈内

野〉 りんご(内野，横i陸〉くり〈内野，横越，芦ケ崎うなし〈内野，横越〉た

うえ(横越，芦ケ1崎〉たのくさとり〈横越，芦ケ崎〕むぎまき(内野，横越〉

むぎかり(内野，横越， βケ崎〉あつい(内買うさむい(内野，横越〕だんだ

んさむくなる(内野，芦ケ崎〉雪がつもるく内野，横越，芦ケ崎〉つゅになる

〈内野，横越，芦ケ情〉 雪がきえる(内野，横越〉 みぞれがふる 〈内野，横

越〉ひでりがつよい〈内野，横越，芦ケ崎〉うすぐもり(内野.芦ケ崎〉など，

ひじように多くのことがらについてあらわれている。

以上のことは， 5年と 6年の男子について，知的発達にてうの問題を示唆す

るのではなかろうか。これは.男女差の問題とも関連するので全

両者を関連させて考えてみることにする。

つぎに，この

先に述べたように，学年の発達から見ると，直接経験からくる概念の定着凌

合は， 6年の女チがもっとも高く， 5年男子と 6年男子は，ほとんど同じくら

いであるといえるが，間接経験による観念は6年男子も，その保持する割合は

高い。このこ之に加えて，社会的実践の場k関連して，経験と概念の関係を見

る調査では. 6年女子でも， E常生活に関連するものを多く選んで，社会的価

憧の高いものは.割合が少ない傾向を示すのに対して，6年男了・は逆に社会的・.. . . . .. ......... . 
価値の高いものを多く選ぶ傾向を見せる。 これらのことをあわせ考えると，・・・・・ ・・.. . . . . . . . 
「女子は直接経験にもとづく概念定着にとらわれて，間接経験によ~，意味拡

張がさまたげられるという傾向を見せるのではないか， 男子は， それに対し

て， 間接経験によあ意味拡張が進み，そ，れにともない， 直接経験によ~概念定

着が退歩するのではなかろうか。すなわち，女子はイマジネージョンを働かせ

る態度が少なく，男子は多いのではなかろうか」 ということになる。

以上のことは，身体的発育が， 5， 6年の頃は女子の方が早く， しかも，学

習成績も，確実ざという点でJ男子にまさるこ主が多い。ところが，中学に進

むにつれ，思考を要する学習などで，男子が女子ょにすぐれてくるというこ

主はよくいわれることであるが，ここで述べたことも，その一つの理由といえ

ないであろうか。もちろん，これだけの研究内容で断定することは独断のそし
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りを免かれないが，何か一つの予見をたてることができるようでゐる。

この研究は， 一応これで終結した形であるが，これまで述べてきた中にも，

いくつか問題を包蔵し，これが賀明はきわめて長途，かつ，困難なものがある

と予想される。今後，新たな角度にたって，一層努力したいと考えている。

この研究の構想，調査，執筆は主として，羽鳥敬ーが担当した。

最後に，この研究受進めるに当り，多大な御指導と御協力を頂いた，つぎの

方々に感謝の意をささげて筆をおく。
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料資 1 調査集計表

調査に当っては，つぎのような条件と留意すべき点をあげて突施した。

1. この調査は，いわゆる学力テストではないから，知らなかったり，経験

したことのない者は，なにも書く必要のないことをよく 了解させ. しょ

うじをに受けることを最初に徹廃すること。

2.この調査は，文字が解るかどうかは問うところでないから，被調査者が

読めなかったら，それをできるだけ援助してやること，そのために， 2 

3年生は，ー官軍ずつ調査者が読んでやり，一斉にやらせたらよい。

3.調査の問題は1から順次やらせること。

4. 亡〉でかこんだり， ()の中にOを書き入れたりする問題は，既有

概念でも過去経験であっても，児童がいくつもは持しているなら， それ

を全部書き入れさせること。

5.時聞はBI，BJI，Bill，の各調査2こも一応， 45分とする。しかしこ

れは一応の目安であって， 2年生はもっとかかるであろうし， 5， 6年

はもっと短くすむであろうから，適宜延長したり，短縮してもよい。

資料 2 調 査 用 紙

ここに全部の集計表を掲げることは，紙数の関係、でできなかったので，特に

潤題になると思われるもののみ掲げた。

注 l わく内の左の数字は解答突数
解答数

2 わく内の右の( )内の数拘士一並立笠ーx100である
被調査者数

したがって， いくつも解答する場合もあるから、総計は 100%以上に

なることもある。
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紙用査調資料 1

年

なん且ごろか。つぎの表のあてはまるとこb1.下にかいであると とがらは，

にその番号をかき入れなさい。

んぼお③ 雪がっせんやスキー② ぎよお方ぐ① 

ハイキ Y グー⑥ りペコまお⑤ さくらの花見④一

いちどが多くではじめる

なしが多くでる

ぐ略〉@ 

なわしろづくり③ 
> 
えヲた② り台、わし、① 

むぎのかりとり⑥ きまぎむ⑤ たのくさとり④ 

C略〉@ 

L、かが多くとれる

年

B 1 査調

月

四@ 

③ 

⑥ 

わかめがとれる

く以下，わくを略す〉

みかんがではじめる

くりがとれる

③ 

⑥ 

② 

⑤ 

さばがとれる

にしんカ1主士Lる
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すいかが多くとれる

りんごが多くとれる

② 

⑤ 

@ 

① 

④ 

いわしがとれる

ぶりがとれる

① 

@ 



資

1.調査用紙

2. 調査集計表

料



2.下にかいであることがらは，なん且と。ろか。つぎの表のあてはまるところ

にその番号をかきいれなさい。

⑤ f略〉

①あ つ い ②さむい ③すずしい

③だんだんあたたかくなる ⑤だんだんさむくなる

、

@ (略〉

①雪が つも る ②つゅになる ③賓がきえる

④雨のふる4日が多い ⑤みぞれがふる

B (略J

①北風がふきはじめる ② 北風がつよくふく ③ 台風がよくある

③ 南風がよくふく ③ Eえはあまりふかない

@ ぐ略〉

① ひでりがつよい ② くもワの日がつづく ③ かみなりがよくなる

④ てんきのよい日がつづく ⑤ うすぐもりの日が多い
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3.つぎにかいである問の答で， ょいとおもうものの( )の中にOをかきな

さい。

@ よるとひるでは，どちらがさすr~ 、(すずしLうでし k うか。

く 〉 よるのほうがさむいくすずしLつ

( ) ひるのほうがさむいくすずしLつ

@わたしたちの同く日本〉では，北のほうと南のほうではどちらがはやしあたた

かくなるでし kうか。

く 〉 北のほうがはやくゐたたかくなる

く ) 1将のほうがはやくあたたかくなる

の ひなたとひカ州εではどちらが，あたたかL、くあっLつでしょうか。

く 〉 ひかげのほうが，ゐたたかいくゐつい〉

c ) ひ1.>:たのほうが，あたたかいくあつい〉

@ 風のある日と，ない日はどちらがすずしいくさむしつでしょうか。

く 〉 風のない日が，すずしいくさむしつ

く 〉 風のある日が，すずしいくさむい〉

@ 111とひくくたし、らなととろでは，どちらがすずしいくさむしつでしょう 。

r 、、 〉 山のほうがすずしいくさむLつ

「、 〉 ひくくたいらなところがすずしいくさむい〉

4.つぎの問にこたえなさい。

@あてはまるものを〈つでかこむ。

き k うはfあつい1日です
lさむい l
lあたたかL、1
1すずしいノ

@ 数'ドをかきし、れなさL、。

きょうの温度は約 皮ぐらいです

5.つぎにかいである「ことばJ で，読んだり聞いたりしたことのゐるもの

は， ()のcjlにO{どかきなさL、。

く 〉 とうおんせんく等温泉〉 〈 〉 きせつふう〈季諭風〉

く 〉 きおんく気温〉 C 〉 とうあっせんく等圧線〉

く 〉 こうすいり k うく降水世う く かんばっく平ばつ〉

く 〉 とううりょうせん〈等雨量級〉く 〉 れいがし、く冷寄〉
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調査 Bli

|学 年| 女男年

1.つぎの問にこたえなさい。あてはまるほうをく〉でかこな。

[) ;bなたは，海へいヮナここ主がありますか。 はい L、L、え

@ あなたは.海でおよL、だりこしぐらいまで入ったりしたことがありますか。

はい いいえ

の あなたのいった，はま〈かいがん〉は砂でしたか，小石でしたか，土でしたか，

活でしたか。 こたえ く

2.あなたは，海のことについて聞いたことがありますか。あてはまるく〉

の中にO脅かきなさい。

く 〉 だれからも開L、たことがない く 〉 友だちから開L、た

( )先生から悶¥".た く 〉そのほかの人から聞いた

く 〉 うちの人から聞いた

3.あなたは海のことをかいた本を説んだり，絵や写真を見たことがあります

か。なんで見たり読んだりしたかあてはまるもののく 〉の中にOをかきな

さい。

( 〉 教科~-fで読んだ 〈 〉 新聞で見た

( 〉 そのほかの木で読んだ 〈 〉 日J島磁で見た

く 〉 教科書の絵や写真を見ずこ ( 〉 幻燈で見た

く
、

そのほかの本で見た ( コ えはがきで見すこJ 

4.あなたは涯という「ことば」を聞いたり見たりするとどんなことを思いだし

ますか。下にかいであるもののうちで思いだすものを〈つでの込こみなさい。

守い あかL、 みどり くるい 白い

被 松ばら ふね ボート ヨ y ト さかな

おそろしい たのしい すずしいさむい あつい

t土fこか カミし，~t\，、よく 山のぼり たきぴ さかなつり スキー

lまたる かえる すいか りんご みかん ももくi;!t)

うんどうかL、 山びこ 白いくも くろいくも に。うど5ぐも
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，5.黒板にはつである絵のうちで， どれが海の絵でしょうか。海の絵だとおも

う番号をOでかこみなさい。 く絵は略す〉

2 3 4 

16. O)海の7kはどんなあじがしますか。あてはまるものを〈コ でかこみなさし、。

ずっ吹い あまい からい しおからい にがし、 なにもあじがない
〈しょっぱL、コ

@ 風がつよくふいている日は総やかいがん〈はま〉のようすはどんなでしょうか。

あてはまるものを c>でかこみたさし、。

大きな波がたつ

砂がとぶ

小さな波がたつ

砂jllがゆれる

波はなくしずかだ

砂はとばない

lのつぎにかし、てある木のうちで，かいがんくはま〕によくある木をOでかこみなさ

し、。

松

アカジヤ

さくら

っばき

竹

ぐみ

ぶな

いちょう

7. g) つぎにかし、てあるいろし、ろのしごとのうち，ひ ょう しのしごととおもうものを

く〉 でかとみなさし、。

牛や馬をかう

さ7がなをとる

工場で紙をつくる

すみをやく

おみせでさかなをうる

山の木をきる

やさいをつくる

@つぎにかいであるもののうち，海からとれるものを くコ でかとみなさい。

いわし ふな いか まぐろ にしん こ い あゆ

たい たこ わかめ fごし、こんこんぶ はくさいきのこ

.0 つぎにかL、てあるもののうち，海でさかなをとる方法と思うものをく〉でかこ

みなさ~，、。

てっぽうでうつ おみでとる ででっかまえる つりざおでつる

右をなげてとる もりでうつ くわでとる
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@ りょうしのしごとはあぶなL・〈きけんが多しつといわれていますがJ なぜでし k

うか。杓こかし、てあることがらのうち，あてはまるとおもうものをく〉でかとみ

なさL、。

石がおちてくる きしぞにひかれる .大波で舟がしず行

風がつよくふくと舟がながされる おぼれる

かみなりがおちる 蚤がつもって舟がしずむ

@ りょうしの家は，かL、がんのどんなところにありますか。あてはまるとおもうも

のをく〉でかこみなさし、。

なみうちぎわにある

町の中にある

イ沙山のかげにある

川のそばにある

砂山のょにある

山の上にある

8.下にかL、である，絵のrtで←ーのつL、てし、るものはなんでしょう力、。下にかL、てあ

るもののうちから，あてはまるものをえらんで番号のところにかきなさし、。

。 ② 

みさき

みずぎわ

③ 

わん

山

____L_ごて￥工r ①

@ 

さき。ぅ

)!て

③ 

かわぐち

がけ

@ 

L ま

8.つぎにかいてある「ことば」で，読んだり聞いたりしたことのあるものは

( )の中にOをかきなさい，

( ) かし、りゅうく海流〉 く 〉 だんり。う(暖流〕

( ) かんり。う〈寒流〉 く 〉 かし、き主うに海峡〉

く 〉 はんとう〈半島〉
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調査 BID ‘ 

|学年| 年!男女

1.つぎの間にこたえなさい。あてはまるほうをく〉でかこみなさL、。

@あなたのうちの訴くに，阿〈たんぽ〉がありますか はい いいえ

@あなたのうちの近くに，畑がありますか はい L、し、ぇ

6 あなたは，問(たんぽ〉の中にはL、った乙とがゐりますかはv、 l'~ 、ぇ

2.つぎにかいであることがらのうちで， 閃くすこんぼ〉につながりのあるもの

にOを，畑につながりのあるものは汚を，それぞれの( )の中にかきなさ

い。(どちらにもつながりのないものはなにもかかないこと。〉

(く ) lね を そ 問 、
す'1c )さつまいもをつくる

( く〉叫ある く

@ 1 ( )岩のところにある

の ( )たいらなところ

@ く )7]'(ヵ，t..~まっている

〉やさいをつくる く 〉くわの太をうえる

c )むぎをうえる

〉土のところにゐる く 〉石はらにゐる

く 〉ななめのところ

く 〉水はた支っていたい

3. あなたの村や町で，木のたくさんlまえているところはどこですか。下にか

いてあるところのうちであてはまるものをく〉でかこみなさい。

お宮のまわり

)11のどて

お寺のまわり

山

家のまわり

おかのと

年後のまわり

砂山

4.牛，馬，ゃぎ，ひつじ，はどこでかっていますか。また，どこで草をたべ

たりしてい志すか3 下にかいてあるところで，あてはまるものの( )の中

にO舎かきいれなさい。

f
‘、
f

、
r
k

〉 回のあぜ

〉刻tの 'i'

〉動物悶

r
t

、
r
i

、、
r
t

、

〉 川原やどて

〉道ばすこ

〉家の 中

， 
、ー 〉 かちく小屋

〉 デパート

〉 山のくさはら

〈

〈
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5.つぎの動物はわたしたちにどんなにゃくだ'っていますか，下にかいである

ことがらからえらんで，その番号をおのおののわくの中にかきいれなさい。

し|ひつじ !ゃ ぎ |にわとり|ぶ 寸こ

ばんごう

Q) ちちをとる ② くるまをひく ③ にもつをせなかにのせてはこぶ

④主主をひく ⑤たまどをうむ 。毛をとる

①にくをとる

6.つぎにかいであることがらは，川がどのあたりをたがれている左きのよう

すでしょうか。( )の中l亡，あてはまる番号をかきいれなさい。

l 山を流れている 2 ひくくたL、らなところをながれている

3 海にながれぜるあたり

@ く 〕大きな石や岩がある ( )どろや砂がある く 〉小さな石がある

@ ( ) 7Jくが?乙ごっている く 〉水がすんでいる

@ く 〉ながれはゆるやかだ く 〉ながれははやい ( ) たきになヮてい
る

e く ;) 7.1¥が多い ( ) 7.1¥はすくない c: ) tがちょろち土、 ろながれている

③ く 〉きしにどてがある く 〉長しは去りたってく 〉マしはどてもな
けにっている たいらだ。c )ガくはとてもつめたし、 ( )水はぬるい

7.つまにかいてあることがらのうち，川がわたしたものやくにたっているの

は，どれどれでしょうか。 く〉でかこみなさい。

さかなをとる ふねで人や物をはこぶ 国の7.1¥をひく

水道の水をひく のみ水につかう せんだくをする

でんきをおこす およいだり遊んだりする 木をながす

ぶたをかう じやりをとる むぎをまく
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8.つぎの問にこたえなさい。あてはまるほうをく〉でかこみなさい。

@ あなたは，山にのぼったことがありますか。

@ あなたは， 111の村にいったことがあり交すかn

はい し、いえ

はい いいえ

9.あなたは，山や山の村についてかいた本を読んだり，絵や写真を見たこと

がありますか。それは・Fにかいてあるもののどれですか。あてはまる~のの

く〉の中にOをかきなさい。

〈 〉 教科苫の絵や写真を見た 〈 〕 教科3で読んだ

く 〉 そのほかの本で見た く 〉 そのほかの本で読んだ

く 〉 政商で見た

く 〉 幻鐙で見Tこ

く 〉 えはがきで見すと

く 〉 新開で見た

10.あなたは，山という lこ主ば」を聞いたり，見たりするとどんなことを恩

いだしますか。下にかいてあるもののうちで，思いだすものをCでかどみな

さい。

みどり あおし、 しろい き いろ っちし・ろ くろい

たかい ひ く い たいら けわしい なだらか

く も 雪 雨 vi れ あらし なだれ

あつい さむい すずしい

にぎやか きびしい し ず か くる1.¥，、 おそろLい きもちがよい

とざん ロープウェー かし、すいよく たこあげ 手「セユ/7'

対 石 木 らいちょう さ る かもしか く ま

11.山に，どんな木がはえていますか。下にかいてある木のうち，山ではえて

いるものを く〉 でかこみなさい。

杉 あかまつ くるまつぷなもみじ き り

ひのき

な ら

しらかば くすのき

く ぬ ぎ はいまつ

竹 たも

しeくなげいち kう

- 78 -
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12.つぎにかいてある絵のなかで+ーーのついているところは注んというところ

ですか。 口の中にかいであるものからえらんで，おのおのの番号のところに

かきなさい。

の一一一一一 @ ③ @ @ 

お か ちょうじよう お ね ち。うふく すその

だいち ゃまおく すこ に

13.おひ平くしょうさんのしごとにつかに どうぐは， どれとどれでしょう

か。 下にかいであるものの中からえらんでく〉でかこみなさい。

さんぶんき かんな く わ のこぎり か ま モーター

℃よそうき こううんきだっこくきハYマー タイプライター

14.山でくらしている人々ば，どんなしどとをしていますか。.下にかいである

いろいろなしごとのなかで，仏!の人々のしているものをく〉でかこみなさ

い。

そばをうえる きこり たこをつる ぬのをおる

すみやき 木をうえる やぎ左かう ちもうし左かう

こめをつくる しおをつくる かいこをかう とんに平くだまをつくる

15.つぎにかいである「ことばJのうちで，読んだり聞いたりしたことのある

ものは， ()の中にOをかきいれなさいu

( )へいやく平野) ()ぽんちくま在地〉 く 3だんき9 う(段丘〉

く 〉だいち〈台地) ()こうげんく高原) ()ていしっち(低湿地3

( )せんじようち(扇状地〉 く 〉さんかくすく三角州〉

r )かざんく火山) ()さんみぞくく山脈) ( )さんちく山地〉
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海からとれるもの(略〕63. 

65， 

ミ挙ミト|鉄 1同 |手づかみlつりざお|石なげ |も 無

2 女男
(2) (2) 

(2) 

2 ((SS) ) 
内

男女
(2) 41 14 

3 
37 7 一

4 女男
2 ((38) ) 52 2 (8) 18 (1) 
3 38 3 

5 場 29 ((S4) j 6 一
野 女

641((S1(4Z1) ) ) 
J9 

男女
1 (3) 30 12 

， 

6 20 
一一

男女男
175((41η B) 217i((4539) ) l 

i 間例σ ) 倹 2 ((54) ) 4 

3 

9;234 ip官何m {めq 

44 33 (60) 2 3 5 

男女男女男女女

37 26 (83) 3 3 

4 57 

44 t8個{{(76醐5劫宮4別5} ) ) 

13 
50 35 (84) I - 4 

(((BS8j 1 ) 
ラ

47 1 43 ー 31 (2) 3 

越
54 2 36 (82) I 1 

(((SSB) ) ) 
27 

28 25 (8B) I 1 12 3i(1(S0) ) 4 (9) .42 6 

2 5月

7q  ij{({1j識II器oo00oo1 t j 

芦
女

32im(1BSm 91 1 
3 男 1 (14) 

女男女
10 

ケ 4 6 4 

9 

5 男 一 7 
11時

女男
1 (14) 7 

6 9 I -ー
女 3 

64. 漁師の仕事(略〉

法漁

l
呂
田

l



漁師の仕事が危険な理由〈略〉66. 

絵と海岸地形名の一致

齢、止とま|みさき|わん|みずさき|かわぎわ 1ゅう ぐち

2 勢

伺 1(6V(同{四叫88AB10) } } ) ) I 3 1 1 同

l'ヨ
女 17 (45) I 1 (2) I 2 ー

女男
40 (63) I 3 (5) I 2 (3) I 13 (21) I 2 3 
34(60) 1 4 (7) 1 1 (2) 1 8(14) 1 4 

4 男 50(74) 1 7(10) 1 5 (7) 110(15) 1 5 
女 29 (54) I 2 (Jf) I 7 (13) I 5 (9) I 1 

う 男女
28 (.90) 111 (35) 116 (52) 1 6 (19) 1 5 

野， 23 (82) 1 2 (7) 1 5 (18) 1 6 (21) 1 3 

6 男 ラ3(94) 128 (80) 133 (94) 1 22 (G8) 1 9 
女

一一

2 男

133270似((6ηSm 1 ) i勾
横 女 21 3η3  

3 男 11 - I 3 
女 9 

i ラ92i{{(im8叫町I(lめm16aq))} -837 μ1同1(同{め5めめ7 
4 男 吐2(70)

もに 32(58) 11 

5 男 37(74) 28 

越
女

224000(((464955) ) ) 
12 う 21 

男 15 23 10 (34) I 4 18 6 
女 17 27 12(27) I 2 16 

2 男 2 一一一 一 1(25) 

予茸 女 8 一一一一一

男女
5 (71) I 1 (14) I 1 (14) ー 2(S(99)) l 3 
7 (64) ，- I - '3 (27)' 1 (9) I 1 

ケ 4 男女
6 (100)1 5 (83) I 6 (100)1 2 (33) I - I 2 
6 (87) 1 5 (58) 1 5 (58) 1 1 (11) 1 3 (33) 1 2 

5 男 6 (88) 1 7 (100)1 7 (100)1 4 (57) 1 1 (14) 1 6 
出む 女

6 
男
女

68. 漁師の家は海岸のどんな所にありますか

一
間
的
問
問
的

二
2
一
4
1
2

1
1

1

一
己

ト

L

A
w
n，mめ
，
め
の
仇
，

n
め
の
め
め
灼
，
め
，
め
，

m
m仇，
m
-勾
η

E
E
I
(ロ
(
ー
は
白

(

1

U
(

(
(
(
(
(ロ
(
一
俊
(

2
8
7
3
8
5
3
3
一

1
5
8
5
3
3
3
3
5
3
1
一

1
1
一

め

m，
め
め
の
め
の
め
め

m
-ゎ，
め
，
め
引
叫
引
り
お
，
の
め
，

n，
め
一
め
，
m円
η，H
刊川町内，

ηめ

伊
内
V

伊
印
、
は
げ
岬
V

O

俗
、
伊
ぱ
、
倍
、
同
V
伊
川
げ

ωμ
、伊

μ、同

ww一
-w-げ
い
伊
川
V
問
、
伊
俗
、
伊

川
川
一

0
2
2
9
1
9
9
0口ノ
3
一

0
5
9
7
6
4
3
3
6
6
-
3
2
4
7
3
6
4
2

1j
一つ
4
fA
つん

1Aqノ
1ム

1
4
-一
141a
1&
1&の
4内

4
q
Jつ
L

14

リ
一

ηれ
吋
同
町
出
町

η

の
，
一
司
め
，
め
パ
勾
め
，

m，m，め
η，
m，
一

め
の

m，
S

一
1
倍、

(

L
ロ
(
一
は
、
伊
俗
、
宮
川
げ
(
(
(
[
(
一

B

E

g

s

町
一

ω

9
一
3
6
9
一一

2
二

4
7
凶
ゆ
3
3
3
5
2
2
-
一
3
2
4
一
3
一一

一
上

-nめ
れ
，
仰
の
め

m，
ηの
め
白川
町
幻
め
内
，
m円前川

m
m，
m，m町
一

内，

m，
η，m，め

一
九
ぽ
、
ロ
ロ
I
Y
ロ

m
υ
(伐
、
伊
(
伊
ロ
伊
伐
、
(
仰
い
俗
、
伊
伊

一

伊
伐
、
伊
倍
、
伊

一
砂
川
印

7
7
7
U
U
6
2
9
6
3
9
7
日ロ
5
H
5
8
ω

一
一
一
一

3
一
2
一
4
5
1

一
陰

判
例
的
向
の
め
同
町
凪
円
引
円

5
め
め

mmm円引
円
例
制
川
町
叶
知
町

一
め
川
町

η引
円
川
町
制
円
引
川
口
吋
品
判
的

一
山
倍
、
同
V
M
げ
伊
俗
、
仏
、
問
、
伊
印
V
M
V一
伊
岬
W
M
V
ロ
仏
は
げ
川
げ
伊

ω、川げ
一
伊
川
V
倍、倍、
M
V
伊

μ白
川
げ
岬
V

一
台

1
8
0
4
8
5
0
9
9
7
-
1
1
2
5
7
5
0
1
4
1
一
1
4
6
4
6
3
2
3
1
4
1

仁
川

3
1
3
3
3
2
2
1
2
1
r
い
H
H
l
h
岡
山
は
い
凶
1
7

一
際
め
の
の
め
め
均
的
幻
め
の
，

m，
め
勾

ηη
帆町同町

m，
m，
m，一

一

打

ロ

ロ

U
伊
川
い
H

い円
いは
‘
(
伊
(
ロ
ロ
H
い臼

1
俗、同
V
M
W
伊
一

一
'

1
6
2
3
1
A
A
V
Rノ
qノ
2
6
2
8
6ワ
f
o
i
n
y
n
y
8
6
一

一、別
u

t

i

t

i

'

A

T

4

4

1

4

1

ム

Tよ

14
一

一

¥
一
男
女
男
女
男
女
男
女
労
女
一
見
女
男
女
労
女
男
女
男
女
一

一
、
訟
ザ
一

一
ヘ
俊
一

」
必

1
1

一

1~長

1 (2) 

1 (2) 

(2) 
(3) 

1 (14) 
2 (28) 

沿 111

22 
iig; 

67. 

男
女
男
女
男
女
男
女
男
女

2 

告

5 

4 

3 

4 

5 

6 

2 

3 

6 

2 

3 

5 

6 

IJ~ 

llfr 

芦

機

越

横

ケ

l
-0
1
l
 



~-. ，--..........._~~-要望璽璽要望害要望里里富里哩望事理理費堅里吉里理事理事再開標期曹関曹司

朕;はんとう 1

5 (8) I 9 (15) 
3 (8) I 6 (18) 
11 (17) I 26 1'~1) 12 (21) I 23 (40) 
9 (13) I 33 (56) 
3 (6) I 24 (M) 11 (85) I 23 (叫}
2 (7) I 10 (311) 

24 (81-1) I 35 (100) 
14 (54) I 2~ (9/1) 

2 (5) 10 (81) 4 (18) 
3 (7) 11 (28) 8 (19) 
2 (4) 5 (9) 6 (11) 
1 (2) 7 (17) 壬(10)
7 (12) 15 (25) 35 (58) 
8 (15) 13 (24) 49 (27) 

唾J(82) 8 (18) 36 (72) 
唾壬 (7/1) 8 (14) 33 (57) 
27 (93) 16 (55) 25 (88) 
39 (89) I 17 (89) 36 (82) 

1 (25) 
I (η 

2 (18) 
1 (17) 
'3 (88) 
7 (100) 
6 (80) 
9 (100) 
:3 (100) 

1!1~ 

μ5) 
(45) 
(50) 
(50) 
(47) 
(50) 
(45) 
(92) 

j問
80) 

マ
4
7・

内

L
η

コ吋
4
守

F

4
ム
ハ
ツ
ハ
u
o
D

内

4
1
A
q
J
q
J
q
J勺
'U14

14

くわの木75. 70.あなたの家の

ますか く略〉

72.あなたは固に

n あなたの家の

近くに聞があり

近くに畑があり

ますか (略〉

次のことばを聞いたことがありますか

や宰ミトIj~，'} 5' I ~。引れ今|浴

内 2121:521izijiljji
3 男 I2~ 仰) 14 (~2) 15 (料)

女 I8 (14) 1 (2) ~何
男 I19 (28) I !4 (21) 24 (85) 
女 25(48) I 5 (め lを(28)
労， 23 (74) I 22 (71) I 27 (87) 
女 I21 (7めI'6 (5η120 (71) 

2125312g21232 

69. 

4 

5 
野

(19) 
(1.9) 
(92) 
(9.5) 
(80) 
(90) 
(84) 
(4.8) 
(89) 
(48) 

(125) 
(19) 
(14) 
(45) 
(50) 
(22) 
(14) 
(43) (11) 

6
8
8
4
8
6
7
8
2
9
 

gA-l'itA'』
内

4
1A
'I

3 

4 

紋

11括

ケ

入ったことがあ

りますか く略J

いね L略)

74.やさい (略〉

73. 

7
d
 

)
)
)
)
)
)
)
)
c
 

do
，Aマの
Mve'ぜ，
A
，emdoO
AV

I
I
I
-
1
1
4
7
1
 

(
l
i
l
-
-
(
(
 

一2
1
1
1
1
1
3
7
3

(η 

判』，、，，、
i

，、ー
'AυAυ

ヴ

'
q
h
w
，U700
nυAu

s

m・ロ
m
v
ロ
ロ

一一

一3
一2
1
2
9
3

6 

I
l
l
-
(
1
1
，、J
1
(
l
，、1
、l

、I
1

，、j
、IAM
Aυ

nu
の
ρ
ず

AKukυζυ
，
必

a
o
u
e
u
o
u
o
o
e
h
w
t
Aマ
，

4nu
AU

---r、7
4

1

8

0

8

8

1

2

1

1

1

1

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

 

5
5
6
2
9
8
ω
ω
U
M
-
-

一2
一2
1
1
9
3

め

m
m司
同
町
め
め

mmm，
「

η
η
η
引
川
山

Fmm

s
ロ
(
(
岬
v
w
w
vげ
川
V
円
V

一
(
。

υ同

v
w
v
m‘
倍
、
は

ロ
5
5
2幻
川
内
山
河
川
引
幻
m
A

一一
i

一3
1
2
4
2
8
3

男
'K男
女
男
友
男
女
婦
女

q
L

の
J

a

'

K

ノ

〆

口

が

ケ

仙

川

越

1
8
∞
1
 



さつまいも L略〉76. 

7
-
Z認め認め勾め一
2
2ぷ
裁
判
的
一
問
2
3
2
3
η

一
然
一
政
引
引
引
作
付
一
げ
は
げ
引
れ
-
山
時
引
引
引
引
引
引
引
引
引

E

i

-

-

1

3

2

2

i

2

1

1

2

一

l

E
w
m
m
m乱
脈
釦
院
働
側
J
割問削

『

9
8
7
6
9
9
9
0
8
8
6
6
0
0
9
6
9
8
1
3
-
2
2
3
1
l『
J
i
l
l

-

q

J

っι
勺
L
q
4
q
J
9
J
'
A
勾
必
勺
6
1
ι
1
A
1
4
n
4
1
4内
4

つL
1
A
1
A
1
A
1
a
-

ー

白

I
I

一

S

A
町
8
れ
判
的
め
川
町
一
の
め
め
め
の
引
り
の
め
の
め
-

9

一
回
一

w
w川
山
(
(
(
山
一
，
l
w
(ロ
げ
ば
臼

MMυυ
一

伶

ロ

ロ

一

-

一

1
2
2
一
1
5
一
3
m
5
5
6
6
6円
以

5
6
一
一一
2

一
2
1
一
一
一
一

一
戸
一
男
女
男
女
男
女
男
女
男
女
一
男
女
児
女
旧
H
K児
女
労
女
一
男
女
児
女
男

K
男
'
K
列
女

一矢一

2

3

J

U

γ

5

パ

思

今

日

一

内

的

地砂78. 

う

6 

2 

3 

野

横

<g 

横

9 

)
)
)
)
)
)
)
)
)
d
i
l
)
}
)
)
)
)
)
 

一2
5
7
8
9
S
7
p
u
g
-

5
8
8
5
3
2
9
0
9
1

一

r
t
t
、tI
，l
f
k
1
2司

l
1
1
t
h
、
I
，i
r
-
-
z

時
い
】

'
l
I
2
f
;
ー、，
l

f

J

I

、

申

ρ
1
2
4
5
6
-
1
2
5
H白

-
2
9
7
3
7
1
5
3
3

8
2
8
7
9
8
，e
A
V
O
S
-
7
5
8
0
8
f
，φ
4

 

畑
一冷，
U
，U
、よ
笠

3
3
Z
Z広

'
4
内

J
'
b
q
J
d
I
R
J
勺

t
E
Fワ

マ

i
n
u

マ，。
u

7

・Q
U
q
J
a
u

--十
3
2
3
2
2
1
2
1
一1
2
2
2
+
2
3
3
2
・・

η
3
4
8
3
Z
9
3
め
の
一
め
0
4
0
5
0
4
8
め
9

H
-
r
ω
μ
♂
弘
、伊

3
r、
(
臼
一
伊
川
内
伊
川
川
口
伊
限
切

υm

l
・
2
4
8
3
9
8
6
2
3
4
一7
7
9
3
9
6
2
6
5
-J

-
A
S
P，L
F
4
q
J
ah・4
R4

1
4

一

，

』

1
4
Ti
l

-

-

4
1
A

1

4

1
』

一
ト
一
男
女
男
女
男
女
男
女
男
女
一

一

、
ト

一

FhlJ

r

o

-

一桂一
面
、
学
ーIF

む

2 

2 男
女
回
引
火
男
女
川
刀
女
男
女

9
J

a

“ー
5 

77. 

?~ 
I 3 

! 4 

E子

ー
呂
田
|

越

1 2 
F' 

ケ 4 

6 

1 (25) 
1 (7) 

1 (9) 

3 (33) 

1 (11) 

2 (50) 
11 (78) 
1 (14¥ 
6 li仏号)
3 (50) 
，! (M) 
5 (71) 
3 (4S) 
5 (50) I 

3(100) ; 

1 (25) 
3 (20) 
6 ¥88) 
41.'16) 
3 (50) 
2122¥ I 

5 (71) 
5 l_Jl) t 

4似)I 

男
女
男
女
男
ル
民
国
H
K
M
K

2 

3 

4 

5 

6 

主主

ケ

的



岩 (略)81. ら く略〉lま石80. 

一
目的
η
め
の
，n
則
的
め
め
つ
め
れ
何
的
同
町
)
付
め
幻
め
η

一
め
)
め
η

め

4

E
一
伊
伊
何
刊
は
げ
師
V

U

U

岬ザぱ、
伊
一
一切
伊
何
V
M
V
H
V
(
(
{
印伊同
V

一
伶ぽ、円い段‘

o
u

f

一
れリけ
m
A
幻リ円
ω
4
7
H
H
ω
-
H
幻
m
H
6
2
4
1
7
ロ

一
1
5
1
3
一
2
一
l
↑一

m
，創刊の針，
n
め
の
め
，
め
の
一
お
ぬ
，m円
め
刑
判
例
，
m利
引
の
め

一
め
m川
町
創
刊
η
め
勾
η
め
0

2
3
1
2
。υ
S
I
B
r
-
-
一
S
1
1
1
2
1
e
e
-
-
1
-
E
S
E
I
s
e
υ
7
5
1
40
-

間
判
，
t
i
l
t
-
F
I
t
-
-
i
k
/‘、，
l・一
，t
，、
itltrii--1tt11
1
-
l
、flfttL，i
，t't
f、
f
t
I
E

K
2
2
2
3
1
9
5
7
3
4
-
1
6
0
7
3
ヲ
1
9
6
8

一1
5
2
2
4
3
5
4
4沢
一

44tA'i
・i
n
d
1
A
S
I
-
-
1
A
1ム

一

-

め，
m
川
町
斜
配
，m

m，m引
コ
句
一
れ
什
山
川
町
れ
，幻
m
，m
，m
m円引町

一
町内
η
η
A，
め
の
，η
の
め
め
一

仏、同
V

W
伊
川
げ
川
げ
川
V
M
V
俗、件
、
内V
何V
川げは
W

W
俗、
M
V
W
V向
V
M
V

一
日
ゆ
伊
俗
旬
、
明
V
M
V
同V
伊
げ
、
巴

日

μ
7
a今，“。ノ
OJqJRJ144aqJqJ
nU2Jιv-lqJduouI-RV4・
?

旬
4‘
4‘
7
L
コ
-24a〆
0
7・
14澗

2
1
4
1
1
3
2
2
I
l
l

i
-
-
2
2
3
3
3
4
2
2
 

|
|
|
丁

l

i

l

il
i--ー

一

ト一

M
3
k男
女

男

女

児

女

男

女

男

直

男

女

2
一
男
女
男
女
男
女
男
同

~沿

2

3

4

5

6

一

5

6

精

一

一
め
の
宮
9

9
め
5
h吋
g
z
-
g
5
4
3
8
8
4
m
9
m
一
0
7
4め
η
n
4
A，n

扱

一
倍
M
W
H
W
H
げ
ロ

υσ
ロ
位
、
修
惚
伊
川
V
岬V
U
、(
(
μ
伊
伊
一

日ω
印V
H
V
伊
げ
H
H
ρ

口、げい

;
一

4
1
7
7
3
9
5
生
4
6
-
7
ラ
9
3
1
4
2
6
2
6
一
《
3
1
4
1
1
1
1
1
二

一
1A1A今
4qLtA

一

1
・・
I
1
A
・i
1
A
1
&
-
t
A

--

一

一
め
れ
の
列
針
仰
の
引
め
，
hり
一
η
れ
判
め
め
η
均
的
，
h刊
の

的

問

的

向

η
め
η
η
η
O

一

H
-，b4
2
1
1
e
e
e
-
1
3
1
7
-
4

4ji
g
-
4
4
e
g
g
s
-

1
8
S
8
7
5
7
8
0
-

一
畑

一
i
l
i
-
-
(
(
{
(
{
一
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
一

t
I
I
I
-、
(
(
(
(
(
I
一

一

一
6
0
0
0
9
壬

6
9
5
7
一
3
9
0
9
8
兄
0
2
9
6
一
-
2
6
4
4
7
6・5
6
到
一

一

一
η41』

t
a
-
-
S
4
1
a
-
:
・・

:
-
q
4
つん

1
:
-

-
一
-

-

一

一
的
勾
判
明
円
め
の
司
令
割
引

η了山勺れ
，勾
め

m，
め
の
同
町
制
叫

η
一
め
め
め
)
n
，

nめ
η一

一
附

一
仰
は
付
仰
向
、川
げ
伊
川
げ
げ
V
俗
一
回
師
同
川
門
川
門
限
俗
、
伊
川
W
同V
俗
、
一

ロ

以

内
V
畑

v
w
v
V
M
W
伊一

一

泊

げ

お

お

%
m
m
M
υ
M
m
一
H
9
m
げ
げ
市
川
刃
先
ω
ロ
一
一
一

1
5
2
2
5
5
5
」
一

一

ET
I
ll
-I
ll
i-
-
-
-
-
1

-

-

1

1

1

1

1

1
1』

一
¥
一
男
女
男

K
男
女
児
火
山
N
K-
m
k男
女
児
女
男
女
労
女

一
男
女
男
女
児
女
児
女
男
女
一

一

、

J

Ill

-11111111

-

h

k

i

r

o

一
つ
ゐ

q
J
4‘

F〉

一

円
L
年

一

京仇〔役

一

横

一で
ヂ

一

ななめなところ

:)~ 

83. 

の
め
の
め
り
付
則
判
的
向
η

め
n
m
m
m，m
，
め
の
め
η

5
w
m、
伊
伊
俗
、
倍
、

μ川V
7

同V
伊
同
V
M
V
岬刊帥
V
M
V
川げ九げ日
V

3
4
2
2
3
4
6
3
2
0
2
2
9
4
9
i
3
3
4
5
 

qJ
つ
4AaqJ
つ
'
Z
4
1・3
・a
1
a
1‘

1・・っ，
bnJゐ勺
A'』
sa
，an421q4

一
一

η
引
引
引
円
引
円
幻
斜
め
れ
刊
の
一
句
n
m
mめ
の
り
め
め
の

一
川
崎

占

B
I
S
E
2
4
4
4
4
6
5
一
4
2
3
E
5
4
5
I
S
l
e
O
3

二

HH
-
tEJtftttrt't，1
1
t
f
L
fk
-ftttrtr‘、
FIll--'ttz、，
t

一

一
2
0
4
5
9
2
3
2
1
5
一
4
9
8
1
a
5
6
7
2
ヌ
7

一

-
2
1
1
1
2
2
1
1
2
1一

1
1
1
3
2
2
2
I
S
A

-

-
004A4ins
，e
k
υ
a
u
e
y

砂

'
-
nuaυ44AU00ー。
υnυosdυzd

圃
マ

1
一

F
1
1
1
1
g
1
1
j
t
f」

1
宮

1
1
t
i
l
-
t
、1
f

;

;

(

(

{

(

『

{

(

(

(

(

(

(

一

一
F
D
A
-
7
H
凶

8
2
μ

一
2
一
6
H
6
4
う

7
8
5
5
2

一
ご
引
火
男
女
男
女
男
女
男
女
男
女
男
女
男
火
男
女
国内

k

-
ご
し
年

尽九一 1!1.~ 

2 

3 

4 

6 

2 

4 

5 

5 

3 

出f

b官

泣

たいらなところ

越

82. 

3 

4 

6 

~ 

ノ

2 

出f

内

till 

土

越

79. 

2 

3 

4 

ラ
国}

内

ー
コロ
l

6 

2 (50) 
6 (40) 
2 (宮9)
6 (55) 
'1 (8η 
3 (99) 

3 (43) 
I (11) 

L旦乙j

2 (50) 
3 (20) 
5 (71) 
4 (36) 
2 (93) 
壬(44)
5 (71) 
4 (5η 
6 (117) 
i (33) 

男 1一
女 I5 (38) 
労 |ー
女 1 1 
男 '一
女 I3 (98) I 

!p， I 3 (43) I 
女 1- 1 

6 1 ~~ ! 3 (98) I 
|女 !ー|

(9) 

2 

3 

4 

5 

~: 

F' 

ケ

II~ 

2 

唾

3 

制 2
子、

ケ

由市

6 

芦

ケ

日奇



a4. 水がたまっている 85. 7}(がたまっていない

致、ト| 国 畑 $I!t ミ混とト| 国 知l 無

2 女男

13ラ6771{(t1z211{W8勾eZ2} } } } ) 
内 男 26 3 

女 25 27 

4 女男 37 20 
1:2 9 

5 女男 25 6 
野 26 2 

6 
男 2 (1671 } 26 ラ
女 2 23 

2 男女 35 0 2 11 5 1 ((8S1 ) 

内 3I ~話 35 (5.5) I 5 
女 37 (88) I 1 
男女 54 (79) ;. j 1 

4 ， t:: I 47 (871 :2 5 

野 I5 I雲:: 7 

((87) ) 
3 

2 男 5 117

検
女 9 (!21) I 16 17 

19 3 
女 1 8 1- 16 

壬
男 7 (1~) I 47 ち

男女 4 (8) L 35 12 

5 
11 (Zf) 31 6 

越
女 8 (1+) 3:3 11 

6 男女 5 (16) 17 9 
1: (9) 26 14 

2 男 19

t世'l，
女 24
!fJ I 23 3 
K 男女 15 

を
ラ0 7 13  
44 4 (8) I 2 

男 38 8 (18) 2 
5 (9) 6 

男女 l 33 
2 (6) ;. 
2 (5) 9 

J 212353  
13((7257) ) 
8 唾
4 (57l -

ヶ1:iil1問
64γ225(((4SESE5) ) ) 

崎 1:i il ~ I 

2 ，: 一
芦

3 
男男女

2 (Z9) 

ケ 生 一 2 (SB11 
t:. 

5 男
t指

女男女
一

6 
2 (宮坦)



F&2-.1聖聖贋璽聖聖璽要望朝時号事罵顎EE雪F司園理贋悪罵璽璽里璽曹関園田甲雪量雪

木のたくさんはえているところ く略786. 

ゃぎ，ひつじをかっているところ

苓kEト|同ぜい11日|縮小屋| 林 端|デパート|動物問!家 中 i仏|草原| 無

2 
5号 32 生'l (78) I 23 

(伊〈B8)) ) 

金I {t{LV8gg官(A 85η I) } ) 
6322261 {{9x判{(問司勾2n q 

50 (83) 

内
女 11 21 (55) I 35 (92) I 15 3 28 

((883 3 
女男女男

14 20 (m I 31 (48) I 27 2 15 54 一3 
10 19 (32) I 33 (58) I 21 16 49 (8B) 

4 
23 25 ("'7) I 56 (82) I 28 27 22 (32) i 
22 20 (37) I 41 (78) I 18 21 1告

5 女男
13 17 (55) I 20 (85) I 5 22 4 

野 11 (.'!!I) 24 (811) 1 5 18 ((46) ) 
21271((68(472) ) ) 

22 一
6 男ム;

:8 21i (7iJ) 30 (91) I 18 22 2 145((41551 ) 31 
10 13 22 

1 2 男 2 (6) 

男女
8 (19) I 31: (79) I 19 (4-1，) I 9 (21) I 16 (37) I 3 27 
4 (11) 1 38 {59} 1 16 (37) 1 10 (18) 1 15 (27) 1 1 (2 32 4 

男女女
8 (20) I 13 (8B) I 23 (58) I 10 (25) I 12 ー 24 一
l ラ1 43 4 1 8 1 (((宮宮S)) ) 34 
3 (8) I H 告) (75) 10 (19) I 1i (31a) I 1 13 25 

男 4 (8) I 33 (86) 37 (74). 11 (22) I 13 (26) I 1 4 39 
女 447lH1917 一 46 〈宮)

男 4292561  1 1 (i3Z) ) 18 

女| '1 (9) I 35 (80) 3D (68) I 5 (11) I 22 (50) I 1 11 ノF 25 

一 一 一ー 一 一

2 男女

291i 06伊l6i司5m 9) ) 

1941 Uυ i叫1{{F鈎回6回叫80ゆ的白} ) ) ) 
芦 l11(1((74n) ) ) '1 (27) I 2 (ロ{慣15(3F習909)} ) ) ) 

;i zii司i 男 6 (8o) I 1 5l((1445) ) 3 
女 9 (82) I 1 10 

ケ 4 男 6 (100) I 3 6 

男女 1:((1114) ) 
7 (78) I 2 (11) 9 

ゐ

1 (14) 6 

女男 3:((S1Z4) ) 
昔

1 (11) 1 (11) ?伊6 女

牛，罵，87. 

ー

=
N
!



ま

論決トJ 手L I :rt:"a'<} I < I害物す|すきを|事官引く で選ぶ引 く os 宅 肉 無

JZf(習11A1j 

g 
t 7m{m 叫 l i1 開12 

(宮) 一
2 (5) 

3 努 3 (勾 25 34 (2) 4 
(({8SS) ) ) 女 一 ~8 33 2 (8) 2 

14 女努 一2 (S)1|232 9 ~O 34 (50) - - l((14} ) 2 
30 20 ー - 2 

労- 22 12 -3(1(04) ) 18((35(889j) 1 !一 一

5 女 i l(1l(A65)) ) 22 
を

2 ト i4l((S1S5)) 
一

野 I6 男 2 (6) 31 29 25((7748) ) 
女~ (15) 22 23 20 (争)

名"

2 I男
511{13 開6) 

25{{7749り)Yi 31  1 一 2 

((((7645) ) 1 ) 機 女 34 (79) I 2 (5) 1 3 
40 (71) i 17 (30) 16 (2) 2 (4) 2 
21 (88) I 13 (83) 7 一 2 

45  女 H (73) I 34 (57) 24 生
({(宮S8)j ) 一 3~ (8 *) I 36 (68) 26 3 一

ノr 男 39 (78)' 26 (se) 23 一 一

越 男女
39 (87)， 21 (86) 27 (宮) 一 一

6 
(S) 伊) (3) ((S5) ) 

女 一 2 

I 2 男 - I 3 

芦 (η 

3 
1 (14) 6 6 (88) 5 一一

- 8 (9) 

ケ 4 男 - 5 一
女ー : 8 一 I -

5 男 - I 6 一

崎
女 - 1;; 6 (811) I 1 一 一
男 - I 9 
女 - I 3 3 (100) I 3 ( 一 一 1 (99) Iー



しフ89. 

)
)
)
 

@
υ
o
O
F
η
 

j
i
 (3) 

無

一1
5
3
-
7
i
m
-
l

(8) 
(8) 
(6) 
(.'1) 
(11) 
(7) 

肉

5
3
3
2
4
4
、一
一一ロ

(Z) 

(宮)
1~8) 
(14-) 
(61，) 

毛

1
1
1
2
1
1
8
+
I
 

ウ
L

1

1

1

1

1

 

)
)
)
)
j
)
)
)
 

5

3

B
ずf
A
Q

f

、t1
，{i
、)，l
，l
a
f
寸

n8U

，ttt‘、、

(

(

 

日
ド

M
M4
 

《

J
i
-
-
1
1
0
7
1

内

4
1
4

(Z7) 
(宮9)

jjij 
(21) 

(17)l 

2圭
19 

|専を引く

口
フ
《
U
A
Y
n
U
A
υ

ロノ
1
i
1
ム
円
フ
『
ノ

ワ
ゐ
勺
'
h
q
J
n
3
4み

q
J
つゐ

q
Jゐ
つ
'
b
η
4

(53) 
(81) 
伊宮)
(20) 
(87) 
(31) 
(87) 
(75) 
(78) 
(87) 

手L

つ-
q
J
4
A
勺，“

phノ
ヲ
t
ヴ

t
1
'
・4
1
a
u

q
ノ
。
，
“

1
A
1
&
q
L
1ム
内
〆
旬
。
，
“
つ
dM
1
A

本詠ト1

2lZ 
3 雲

男
女

5 塁

6 1雲

4 

内

塁手

(4) 

(3) 
(2) 
(7) 

-
A
句

A
A

守
-
-
一
一一

一q
L

(44) 

(8) 
(宮)
(7) 
(5) 

(13) 
(9) 
(8) 
(10) 
(18) 

2
1
5
2
7
5
4
6
44
 

(Z) 
伺

一一』
2
-
-
-
-
1

(8) 
(宕)

(4) I 

(Z) I 
2 

(16) 
(9) 

(25) 
(13) 
(38) 
(88) 
(~II) 
(83) 
(-112) 
(82) (5) 

(η 

(11) 
(14) 
(48) 
(33) 
(33) 

一1
1
3
3-i

(3) 

(7) 

(9) 

i 
4 (57) 
5 (-115) 
6 (100) 
7 (78) 
1 (14) 
1 (14) 
1 (44) 
2 (67) 

(8) I 5 
(5) I 4 

(26) I 14 
υ8) I 5 

F8)|20 
25) I 20 
(1宮).I 23 
(1~) I "9 
(宮6)I 13 
(18) I 11 

(宮5)

im) 
43) 
(73) 
(88) 
(4Jf) 
(43) 

(必58¥ 
(67) 

2
2
4
7
7
3
6
1
8
7
 

1

1

1

1

 

(j:! 
(30) 
(40) 

{8宮;
(66) 
(59) 

(~) 

q
J
F
コマ
t
ζ
u
7
・4
‘
q
ノ

4
A
R
J
S
A
-

‘i
1
4
ミ
J
q
J
q
J
q
J
1
4
n
Jh

一

23 (7宮)
33 (77) 
23 (M) 
63， (88) 
39 (85) 
27 (51) 
31 (6宮)
37 (64) 
9 (宮9)
17 (30) 

男
女
男
女
男
女
男
女
男
女

d
HA

K

ノ

〆

b

2 

3 
横

越

ー=品
l

ー
よ

Q
口
q
J
n
O
Rノ

A
y
q
J
q
J
Rノ
勺
乙

)
)
)
)
〕

)
J
)

0
7
5
3
8
3
1
8
0
 

4
1
5
1
5
1
8
1
7
8
7
7
0
 

JI't，
Fiji'trtr
t
J
I
i
 

(
 

一6
4
6
5
7
6
5
7
3

(71) 
(18) 
(17) 
(宮宮)
(71) 
(43) 
(88) 
(137) 

一一
F
2
1
2
5
3
3
2;Jil 

を

芦

ケ

崎



~~た く略〉
(略〉

ひつじ く略) 91. ゃぎ 〈略) 92. にわとり く略) 90. 
山を流れている 〈略) 95. ひくくたいらな所を流れている
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98.山に登ったことがある (略〉

99.山の村に行ったことがある 〈略〉

100.山伊山の村について見たり聞いた

102.山にはどんな木がはえていますか

りしたことがある 〈略〕
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読んだり聞いたりしたことのある地形についての術語

毒性ト|平野 1ili J.1l< 1段 丘 l台地 高 原 | 低 沼 地 |扇状地 |三角州 火山 !山脈 l山 地 | 無

2 男女

内 3 男女 11 10 8 (14) I 20 35 (59) 15 (~5) I 15 (25) I 11 

4 男女
12 26 26 10 (15) I 22 
5 16 16 2 (13) I 12 45 (83) I 21 (3.9) I 12 (22) I 1 

5 女男
う 13 17 2 (11) I 11 31(100} I 23 (74) I 24 ー

野 6 10 11 1 ラ

男 12 29 26 23 (70) I 9 32 (97) I 33(100) I 31 (94) ー
6 

女 7 18 19 16 生 262620{(974 4)1(4) 

2 男 10 ラ

女 18 8 12 17 25 14 
12128S5) ) i 

;f'1i 
3 

男女男
12 15 15 23 9 5 (9) I 18 

10 10 13 11 8 (20) I 14 

4 25 9 55 46 55 (92) I -
女 2を 8 37 37 

5 
男男女

をD 27 19 48 45 
越 56 33 14 41 26 15 52 55 告3(74) I 1 

6 
30 27 8 26 21 15 29 29 30 (97) I 1 

女 41 39 3 38 31 20 42 39 41 ー

男女2 一
3 (宮0) 1 (7) 1 (7) 

世戸

3 男女
1(1-*) 

233797l1{0t1z2z{((EZSm∞0o(897Sめo1 ) ) } ] 1 j 23格69うl(tzZ0伊間均曲O(m6ZOり} } } 

1 (9) 

2637((i1(mr e0問m η 

il(1(79) ) 
ケ 4 

男女男

3i821(801 0m ) 

2l((宮H宮)j 
5 

事毎
男女女

6 1l((S11S) ) ii((S1S1) ) 9(100) 
.3(100 
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